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サポートOSについて
各機種のサポート OS については、富士通製品情報ページ（https://jp.fujitsu.com/platform/pc/

product/peripheral/printer/）で確認ください。

このマニュアルの表記について

安全にお使いいただくための絵記号について
このマニュアルでは、いろいろな絵表示を使用しています。これは本製品を安全に正しく使

用していただき、あなたや他の人々に加えられるおそれのある危害や損害を、未然に防止す

るための目印となるものです。その表示と意味は次のようになっています。内容をよくご理

解のうえ、お読みください。

また、危害や損害の内容がどのようなものかを示すために、上記の表示と同時に次のような

記号を使っています。

画面例、 イラストについて
・このマニュアルに掲載されている画面例の IPアドレスやホスト名などは一例であり、実

際の入力内容を表すものではありません。

・画面例でプリンタ名を「FMPRXXXX」と表示している箇所があります。このときは、お

使いのプリンタ名で読み替えてください。

・機種、ソフトウェアのバージョン、OSによっては、画面例とは表示内容が一部異なるこ

とがあります。

・このマニュアルに掲載されているプリンタのイラストは、説明の都合上、本来接続され

ているケーブル類を省略していることがあります。

記号 内容

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡する可能性または重傷を負

う可能性があることを示しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性があること、

物的損害が発生する可能性があることを示しています。

記号 内容

で示した記号は、警告・注意をうながす内容であることを告げるものです。記号

の中やその脇には、具体的な警告内容が示されています。

で示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告げるものです。

記号の中やその脇には、具体的な禁止内容が示されています。

で示した記号は、必ず従っていただく内容であることを告げるものです。記号の

中やその脇には、具体的な指示内容が示されています。

△
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IPアドレスの表記について
このマニュアルでは、必要に応じて、「IPアドレス」を、「IPv4アドレス」と「IPv6アドレス」

に書き分けています。ネットワーク環境でお使いになる場合は、オプションの LAN カード

（FMPR-LN4）が必要です。

本文中の記号について
本文中に記載されている記号には、次のような意味があります。

製品などの呼び方について
このマニュアルでは製品名称などを、次のように略して表記しています。

記号 内容

お使いになるときに注意していただきたいことや、してはいけないことを記述してい

ます。必ずお読みください。

操作に関連することを記述しています。必要に応じてお読みください。

→ 参照先を記述しています。

『ハードウェアガイド』（紙のマニュアル）を表しています。

CD-ROMを表しています。

製品名称 このマニュアルでの表記

Windows 11 Home

Windows 11

Windows

Windows 11 Pro

Windows 11 Pro for Workstations

Windows 11 Enterprise

Windows 11 Education

Microsoft
®

 Windows Server
®

 2022 Standard

Windows Server 2022Microsoft® Windows Server® 2022 Datacenter

Microsoft® Windows Server® 2022 Essentials

Microsoft
®

 Windows Server
®

 2019 Standard

Windows Server 2019Microsoft® Windows Server® 2019 Datacenter

Microsoft® Windows Server® 2019 Essentials

Microsoft
®

 Windows Server
®

 2016 Standard

Windows Server 2016Microsoft® Windows Server® 2016 Datacenter

Microsoft® Windows Server® 2016 Essentials

Windows 10 Home

Windows 10

Windows 10 Pro

Windows 10 Pro for Workstations

Windows 10 Enterprise

Windows 10 Education

Windows 10 Enterprise LTSC 2021

Windows 10 Enterprise LTSC 2019

Windows 10 Enterprise LTSB 2016

Windows 10 Enterprise LTSB 2015
　



「スタート」 メニューの 「すべてのアプリ」 について （Windows 
11/Windows Server 2022/Windows Server 2019/Windows Server 

2016/Windows 10の場合）
をクリックしてアプリの一覧が表示されていない場合は、「すべてのアプリ」をクリッ

クし、アプリの一覧を表示させてください。

連続する操作の表記
本文中の操作手順において、連続する操作手順を、「→」でつなげて記述しています。

例： →「すべてのアプリ」→「Windowsツール」の順にクリックします。

　　↓

をクリックし、「すべてのアプリ」をクリックし、「Windowsツール」をクリックす

る操作を表しています。

コントロールパネルを起動する方法
OSによって操作手順が異なります。次の手順で「コントロールパネル」を起動させてくだ

さい。

・Windows 11 の場合

1 →「すべてのアプリ」→「Windowsツール」の順にクリックし、「コ
ントロールパネル」をダブルクリックします。

・Windows Server 2022/Windows Server 2019/Windows Server 2016/Windows 10 の場合

1 →「Windowsシステム ツール」→「コントロールパネル」の順にク
リックします。

・Windows 8.1/Windows Server 2012 R2 の場合

1 画面左下隅の を右クリックし、「コントロールパネル」をクリックしま
す。

Windows 8.1

Windows 8.1

Windows

Windows 8.1 Pro

Windows 8.1 Enterprise

Microsoft
®

 Windows Server
®

 2012 R2 Datacenter

Windows Server 

2012 R2

Windows 

Server 2012

Microsoft® Windows Server® 2012 R2 Standard

Microsoft® Windows Server® 2012 R2 Essentials

Microsoft® Windows Server® 2012 R2 Foundation

Microsoft
®

 Windows Server
®

 2012 Datacenter

Windows Server 

2012（R2 以外）

Microsoft® Windows Server® 2012 Standard

Microsoft® Windows Server® 2012 Essentials

Microsoft® Windows Server® 2012 Foundation

製品名称 このマニュアルでの表記
  7
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・Windows Server 2012（R2 以外）の場合

1 スタート画面の何もないところを右クリックし、画面右下の「すべてのア
プリ」をクリックします。

2 「Windowsシステム ツール」の「コントロールパネル」をクリックします。

コントロールパネルでプリンタアイコンを表示する方法
OSによって操作手順が異なります。次の手順でプリンタアイコンを表示させてください。

・Windows 11 の場合

1 →「すべてのアプリ」→「Windowsツール」の順にクリックし、「コ
ントロールパネル」をダブルクリックします。

2 「デバイスとプリンターの表示」をクリックします。
「デバイスとプリンター」ウィンドウが表示されます。

・Windows Server 2022/Windows Server 2019/Windows Server 2016/Windows 10 の場合

1 →「Windowsシステム ツール」→「コントロールパネル」の順にク
リックします。

2 「デバイスとプリンターの表示」をクリックします。
「デバイスとプリンター」ウィンドウが表示されます。

・Windows 8.1/Windows Server 2012 R2 の場合

1 画面左下隅の を右クリックし、「コントロールパネル」をクリックしま
す。

2 「デバイスとプリンターの表示」をクリックします。
「デバイスとプリンター」ウィンドウが表示されます。

・Windows Server 2012（R2 以外）の場合

1 スタート画面の何もないところを右クリックし、画面右下の「すべてのア
プリ」をクリックします。

2 「Windowsシステム ツール」の「コントロールパネル」をクリックします。
　



3 「デバイスとプリンターの表示」をクリックします。
「デバイスとプリンター」ウィンドウが表示されます。

商標および著作権について
Citrix、MetaFrame、MetaFrame XP、Citrix Presentation Server、Citrix XenDesktop、Citrix XenApp

は、Citrix Systems, Inc.の米国およびその他の国における登録商標、または商標です。

ESC/Pは、セイコーエプソン株式会社の登録商標です。

その他の各製品名は、各社の商標、または登録商標です。

その他の各製品は、各社の著作物です。

その他のすべての商標は、それぞれの所有者に帰属します。

Copyright Fujitsu Limited 2019-2025
  9
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第 1章 お使いになる前に
この章では、添付 CD-ROMに格納されているソフトウェアの概

要について説明します。
1 添付 CD-ROMのご紹介 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 12

2 ソフトウェアの機能概要 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 14
11
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1 添付CD-ROMのご紹介
本製品には「FMPRプリンタユーティリティ」CD-ROMが添付されています。

この CD-ROMには、プリンタドライバ、ネットワークに接続して使用するために必

要なソフトウェア、プリンタをより快適に使用するためのソフトウェアが格納され

ています。

「FMPRプリンタユーティリティ」 のメニュー
「FMPRプリンタユーティリティ」をパソコンにセットすると、次の「FMPRプリンタユー

ティリティ」ウィンドウが自動的に表示されます。ウィンドウのメニューから、ソフトウェア

のインストールなどが行えます。

1 はじめにお読みください
CD-ROMに格納されているソフトウェアの留意事項が表示されます。

2 ドライバインストール
本製品を使い始めるための設定を、このメニューから行います。

・FMPRドライバのインストール

ローカルプリンタとして使用する場合の設定やインストール方法については、「プリンタの接

続」（→ P.19）をご覧ください。

ネットワークプリンタとして使用する場合の設定やインストール方法については、「ネット

ワークを利用したプリンタの接続」（→ P.43）をご覧ください。

更新方法については、「プリンタドライバを更新する」（→ P.30）をご覧ください。

3 FMPRユーティリティ
プリンタを設定するためのソフトウェア「FMPRリモートパネル」をインストールします。イン

ストール方法については、「FMPRリモートパネルをインストールする」（→ P.31）をご覧ください。

「FMPRリモートパネル」については、「プリンタを設定するためのソフトウェア」（→ P.141）を

ご覧ください。

1

2

3

4

5

6

7

OSにより、表示されるメニューが一部異なります。

8

第 1章　お使いになる前に



4 IPアドレス設定
オプションの LANカード（FMPR-LN4）に IPv4アドレスを設定、変更するアプリケーションを

起動します。

「IPアドレス設定」を使用して本製品に IPv4アドレスを設定する方法については、「LANカード

に IPアドレスを設定する」（→ P.55）をご覧ください。

「IPアドレス設定」は、IPv6アドレスには対応していません。

5 FMPRnavi2

双方向プリンティングシステム「FMPRnavi2」をインストールします。

LAN カードの IPアドレス設定がすでに終わっていて、プリンタの印刷中にジョブの状態やプリ

ンタ側で発生したエラーの状態をパソコンで見ることができます。

Interstage Print Managerと連携する場合にも本ソフトウェアのインストールが必要です。

FMPRnavi2の概要については、「FMPRnavi2」（→ P.152）をご覧ください。

6 ソフトウェアガイド
プリンタドライバのインストール方法やユーティリティの使用方法など、主にソフトウェアの操

作方法について説明しています。

7 ハードウェアガイド
オプション品の取り付け方やオペレータパネルの操作方法など、主にハードウェアの取り扱い方

法について説明しています（装置に添付の印刷マニュアル『ハードウェアガイド』と同じ内容で

す）。

8 終了
「FMPRプリンタユーティリティ」ウィンドウを閉じます。

・「FMPRプリンタユーティリティ」ウィンドウが自動的に表示されない場合は、「エクスプローラー」など

を使用して CD-ROMを開き、一番上の階層にある「FMPRSTART.EXE」をダブルクリックしてください。

「FMPRプリンタユーティリティ」ウィンドウが表示されます。

・自動再生時や「FMPRSTART.EXE」をダブルクリックしたときに、「自動再生」ウィンドウが表示されます。
1  添付 CD-ROMのご紹介 13
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2 ソフトウェアの機能概要
「FMPRプリンタユーティリティ」には、FMPRドライバとネットワーク関連のソ

フトウェアが格納されています。

ここでは、FMPR ドライバとネットワーク関連のソフトウェアの機能概要を説明し

ます。

FMPRドライバ
パソコンからプリンタに印刷データを送信するためのプリンタドライバの機能に加えて、

ネットワーク接続でプリンタからパソコンに状態通知を行うための双方向通信機能

「FMPRnavi2」をサポートしたドライバです。

双方向プリンティングシステムを使用することで、プリンタの状態監視やエラー時の詳細状

況についても確認できます。

プリンタを設定するためのソフトウェア
本製品の各種機能の設定および LANに関する設定を行うためのツールを用意しています。

・FMPRリモートパネル

・プリンタ LAN設定ツール

印刷関連のソフトウェア
プリンタの状態表示や印刷管理を行うためのソフトウェア「FMPRnavi2」を用意しています。

FMPRドライバおよびネットワーク関連のソフトウェアを入手するに
は
最新版の FMPRドライバおよびネットワーク関連のソフトウェアは、富士通製品情報ページ

（https://jp.fujitsu.com/platform/pc/product/peripheral/printer/）からダウンロードできます。

また、富士通製品情報ページではサポートサービスなどに関するさまざまな情報も提供して

いますので、必要に応じてご覧ください。

・上記 URLは、このマニュアル発行時現在のものです。

・ 「FMPRプリンタユーティリティ」には、製品出荷時での最新版が格納されており、富士通製品情報

ページからダウンロードできるものと同一の可能性があります。お使いの FMPRドライバおよびネット

ワーク関連のソフトウェアのバージョンを確認してから、ダウンロードを行ってください。
第 1章　お使いになる前に
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FMPRドライバ

■動作環境

注 1 LPTポートが複数存在するとき、Windowsでは、LPT1、LPT2のように LPTポートの数だけ表示されます。

注 2 プリンタドライバのみのサポートとなります。双方向プリンティングシステム「FMPRnavi2」やネットワー

ク関連のソフトウェアには対応していません。

■機能
機能について詳しくは、「プリンタドライバの機能と利用方法」（→ P.93）をご覧ください。

プリンタを設定するためのソフトウェア

FMPRリモートパネル
本製品は、プリンタの設定をパソコンから行うためのソフトウェアです。

■動作環境

注 LPTポートが複数存在するとき、Windowsでは、LPT1、LPT2のように LPTポートの数だけ表示されます。

■機能

■セットアップ
「FMPRプリンタユーティリティ」の「FMPRユーティリティ」メニューからインストー

ルします。

項目 内容

OS Windows 11/Windows Server 2022/Windows Server 2019/Windows Server 

2016/Windows 10/Windows 8.1/Windows Server 2012

パソコン 富士通製パソコンおよび PC/AT互換機

サポートポート ・パラレルポート（LPT1）［注 1］

・USBポート

・FMPR TCP/IP Port

・Standard TCP/IP ポート［注 2］

項目 内容

OS Windows 11/Windows Server 2022/Windows Server 2019/Windows Server 

2016/Windows 10/Windows 8.1/Windows Server 2012

パソコン 富士通製パソコンおよび PC/AT互換機

サポートポート ・パラレルポート（LPT1）［注］

・USBポート

・FMPR TCP/IP Port

機能 概要

プリンタの設定変更 プリンタのオペレータパネルの操作により行うプリンタの設定を、パソ

コンから行うことができます。
2  ソフトウェアの機能概要 15
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プリンタ LAN設定ツール
プリンタに IPv4アドレスを設定したり、設定した IPv4アドレスを変更したりするためのソ

フトウェアです。

本ツールを使用するには、オプション LANカード（FMPR-LN4）が必要です。

■動作環境

■機能

IPv4アドレスを設定する方法については、「LANカードに IPアドレスを設定する」（→ P.55）

をご覧ください。

■セットアップ
「FMPRプリンタユーティリティ」の「IPアドレス設定」メニューを選択すると起動します。

プリンタ LAN設定ツールは、IPv6アドレスには対応していません。IPv6アドレスを設定す

る方法については、「IPv6アドレスを有効にする」（→ P.76）をご覧ください。

印刷関連のソフトウェア

・ネットワークを利用する印刷には、オプションの LANカード（FMPR-LN4）が必要です。

FMPRnavi2

■動作環境

項目 内容

OS Windows 11/Windows Server 2022/Windows Server 2019/Windows Server 

2016/Windows 10/Windows 8.1/Windows Server 2012

パソコン 富士通製パソコンおよび PC/AT互換機

機能 概要

IPアドレスの設定 オプション LANカード（FMPR-LN4）に、IPv4アドレスを設定します。

項目 内容

OS Windows 11/Windows Server 2022/Windows Server 2019/Windows Server 

2016/Windows 10/Windows 8.1/Windows Server 2012

パソコン 富士通製パソコンおよび PC/AT互換機

サポートポート ・パラレルポート

・USBポート

・FMPR TCP/IP Port
第 1章　お使いになる前に



■機能

・「FMPRnavi2」は、プリンタドライバのアドインプログラムとして動作します。プリンタドライバのみを

インストールした場合は、後から個別にインストールできます。

・ユニバーサルアプリからの印刷時には、FMPRnavi2はご使用になれません。

■セットアップ
「FMPRプリンタユーティリティ」の「FMPRnavi2」メニューを選択するとインストール

されます。詳しくは、「印刷関連のソフトウェア」（→ P.151）をご覧ください。

FMPRnavi2機能の便利な使い方

■プリンタ状態の参照や印刷中止、 印刷の完了通知を行いたい
パソコンとプリンタ間で次のやり取りを行えます。

・接続されているプリンタの状態や、セットされている用紙サイズなどを参照

・印刷を行ったパソコンからの印刷中止操作

・印刷完了通知のメッセージ表示

詳しくは、「「FMPRnavi2」タブ［注 2］」（→ P.107）をご覧ください。

■消耗品の交換警告の履歴や印刷ログなどのメンテナンス情報を管理したい
次のようなメンテナンス機能を利用できます。

・FMPRnavi2 印刷ログビューア

プリントサーバまたは直接プリンタに接続したパソコンから、印刷履歴のログを採取し、参照でき

ます。また、「FMPRnavi2 印刷ログビューア」では、採取したログを CSVファイルとして出力でき

ます。「FMPRnavi2印刷ログビューア」については、「印刷ログ機能（印刷ログビューア）」（→ P.128）

をご覧ください。

機能 概要

ステータス表示 印刷前のプリンタの状態や、印刷中の状態をパソコンから確認すること

ができます。

印刷中止操作 印刷を途中で中止することができます。

印刷自動再開 用紙づまりなどのエラー解除後に、エラーが発生したページから自動的

に印刷を再開します。再開不可能なエラーの場合は、印刷を打ち切りま

す。
2  ソフトウェアの機能概要 17
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Memo



第 2章 プリンタの接続
この章では、プリンタを接続し（プリンタとパソコンを直接接

続し）、プリンタドライバ（FMPR ドライバ）、FMPR ユーティ

リティ、および FMPRnavi2をインストールする方法を説明しま

す。
1 接続インターフェースについて . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 20

2 USB／パラレルインターフェースで接続する  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 21

3 FMPRリモートパネルをインストールする  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31

4 FMPRnavi2をインストールする  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 37
19
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1 接続インターフェースについて
パソコンとプリンタを直接接続する場合、USBインターフェースまたはパラレルイ

ンターフェースを利用します。どちらのインターフェースで接続するかは、お使い

のパソコンが備えるインターフェースや、パソコンの OS などの条件で変わってき

ます。ここでは、各インターフェースの動作条件およびプリンタドライバのインス

トール方法の概要を説明します。

お使いのパソコンが備えるインターフェースや OSについては、パソコンに添付のマニュア

ルをご覧ください。

・プリンタドライバインストール前に次の表をご確認いただき、お使いのパソコンや OSに適合したインス

トール方法を選択してください。

USBインターフェースによる接続

パラレルインターフェースによる接続

項目 内容

パソコン USBインターフェースを搭載している PC/AT互換機

OS Windows 11/Windows Server 2022/Windows Server 2019/Windows Server 

2016/Windows 10/Windows 8.1/Windows Server 2012

インストール方法 「FMPRプリンタユーティリティ」をセットしメニューを選択すること

によって、インストールを行います。

項目 内容

パソコン 双方向パラレルインターフェースをサポートする PC/AT互換機

OS Windows 11/Windows Server 2022/Windows Server 2019/Windows Server 

2016/Windows 10/Windows 8.1/Windows Server 2012

インストール方法 「FMPRプリンタユーティリティ」をセットしメニューを選択すること

によって、インストールを行います。
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2 USB／パラレルインターフェースで
接続する

USB、パラレルインターフェースで接続する場合に、プリンタドライバのインストー

ル方法を説明します。

プリンタドライバをインストールする
ここでは、パソコンとプリンタを USBまたはパラレルケーブルで接続したときのプリンタ

ドライバのインストール方法について説明します。

「FMPRプリンタユーティリティ」からプリンタドライバのインストーラを起動してイン

ストールを行います。

インストール手順は、USB接続とパラレルインターフェース接続の場合で共通です。

・プリンタとパソコンを接続する前に、プリンタドライバをインストールする必要があります。

・プリンタドライバのインストール前にプリンタとパソコンを接続してしまった場合、セットアッププログ

ラムによるプリンタドライバのインストールはできません。この場合は「プリンタドライバをインストー

ルする前にプリンタとパソコンを接続したとき」（→ P.168）の手順でインストールを行ってください。

ここでは、例として FMPR5630のプリンタドライバをインストールする方法を説明します。

1 管理者権限をもったユーザーでサインインします。

2 「FMPRプリンタユーティリティ」をパソコンにセットします。
「FMPRプリンタユーティリティ」ウィンドウが自動的に表示されます。

・「FMPR プリンタユーティリティ」ウィンドウが自動的に表示されない場合は、「エクスプ

ローラー」などを使用してCD-ROMを開き、一番上の階層にある「FMPRSTART.EXE」を

ダブルクリックしてください。

・自動再生時や「FMPRSTART.EXE」をダブルクリックしたときに、「自動再生」ウィンド

ウが表示されます。実行されるプログラムが「FMPRSTART.EXE」であることを確認し、

「Fmprstart.exeの実行」をクリックしてください。
2  USB／パラレルインターフェースで接続する 21
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3 「ドライバインストール」をクリックします。

「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示されたら、「はい」をクリックします。

4 「プリンタドライバ」からお使いの機種のプリンタ名を選択し、「インス
トール」をクリックします。

・パラレル（LPT1）または USB接続でプリンタドライバを初めてインストールするときは、

「既存のプリンタポートを使用」のチェックを外してください。
第 2章　プリンタの接続



5 「デバイスドライバのインストールウィザード」ウィンドウが表示された
ら、「次へ」をクリックします。

Windowsセキュリティ「このデバイスソフトウェアをインストールしますか？」のメッセー

ジが表示されたら「"FUJITSU LIMITED"からのソフトウェアを常に信頼する」にチェック

を付け、インストールしてください。

ドライバインストールのウィザード画面が表示されたら、画面の指示に従ってインストー

ルを完了させます。

インストールが完了すると、「デバイスドライバのインストールウィザード」ウィンドウに

戻ります。

6 「完了」をクリックします。

7 「プリンタドライバを Windows に登録しました。」という画面が表示さ
れたら、「OK」をクリックします。

8 「キャンセル」をクリックします。
「FMPRプリンタユーティリティ」ウィンドウに戻ります。

9 「終了」をクリックして、「FMPRプリンタユーティリティ」ウィンドウを
閉じます。
2  USB／パラレルインターフェースで接続する 23
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10 プリンタとパソコンを接続します。
プリンタとパソコンを接続する方法については、『ハードウェアガイド』の「プリンタを

設置、接続する」をご覧ください。

パラレルインターフェース接続の場合
プリンタとパソコンの電源を切った状態で接続し、プリンタ、パソコンの順番で電源を入れ

てください。

1. プリンタの電源が切れていることを確認し、プリンタとパソコンを USBケーブルまた

はプリンタケーブルで接続し、プリンタの電源を入れます。

・FMPR5130の USBケーブルコネクタは、パラレルケーブルコネクタの左側にあります。

・USB ケーブルで接続したときは、「デバイスを使用する準備ができました。」と表示され

ます。

「デバイスとプリンター」フォルダーにプリンタアイコンが追加されていれば、プリンタ

ドライバのインストールは完了です。

11 続けて、別のプリンタドライバをインストールする場合は、手順 4（→
P.22）に戻り、「プリンタドライバ」からお使いの機種のプリンタ名を選択
し、「インストール」をクリックします。
終了する場合は、「キャンセル」をクリックして、「FMPRプリンタドライ
バセットアップ」ウィンドウを閉じます。

パラレルケーブルコネクタ

ロック金具

プリンタケーブル

USBケーブルコネクタ

USBケーブル
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12 FMPRリモートパネルと FMPRnavi2をインストールする場合は、「FMPR

リモートパネルをインストールする」（→ P.31）または「FMPRnavi2をイ
ンストールする」（→ P.37）をご覧になり、インストールします。

プリンタの追加でインストールする
「FMPRプリンタユーティリティ」からプリンタドライバのインストーラを起動してイン

ストールを行います。

インストール手順は、USB接続の場合と、パラレルインターフェース接続の場合で共通です。

ここでは FMPR5630のプリンタドライバをインストールする例で説明します。

1 管理者権限をもったユーザーでサインインします。

2 「FMPRプリンタユーティリティ」をパソコンにセットします。
「FMPRプリンタユーティリティ」ウィンドウが自動的に表示されます。

・「FMPRプリンタユーティリティ」ウィンドウが自動的に表示されない場合は、「エクス

プローラー」などを使用して CD-ROMを開き、一番上の階層にある

「FMPRSTART.EXE」をダブルクリックしてください。

・自動再生時や「FMPRSTART.EXE」をダブルクリックしたときに、「自動再生」ウィンド

ウが表示されます。実行されるプログラムが「FMPRSTART.EXE」であることを確認し、

「Fmprstart.exeの実行」をクリックしてください

3 「ドライバインストール」をクリックします。

「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示されたら、「はい」をクリックします。
2  USB／パラレルインターフェースで接続する 25
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4 「プリンタドライバ」からお使いの機種のプリンタ名を選択し、「既存のプ
リンタポートを使用」にチェックを付け、「インストール」をクリックし
ます。

インストールが完了すると、手順 3 の「FMPR プリンタユーティリティ」ウィンドウが表

示されます。

5 続けて別のプリンタドライバをインストールする場合は、プリンタ名を選
択してインストールします。
終了する場合は、「キャンセル」をクリックして、「FMPRプリンタドラ
イバセットアップ」ウィンドウを閉じます。

プリンタのアイコンを削除する

・コンピューターの管理者の権限が必要です。

・Windowsが起動している場合は再起動してください。

1 コントロールパネルでプリンタアイコンを表示します。
詳しくは、「コントロールパネルでプリンタアイコンを表示する方法」（→ P.8）をご覧くだ

さい。

2 「FUJITSU FMPR5630プリンタ」アイコンを右クリックし、「デバイスの
削除」をクリックします。
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3 「はい」をクリックします。

プリンタアイコンが削除されます。

プリンタドライバを削除する

・コンピューターの管理者の権限が必要です。

・Windowsが起動している場合は再起動してください。

1 コントロールパネルでプリンタアイコンを表示します。
詳しくは、「コントロールパネルでプリンタアイコンを表示する方法」（→ P.8）をご覧くだ

さい。

2 インストールされているプリンタアイコンをクリックし、「プリントサー
バープロパティ」をクリックします。

3 「プリント サーバーのプロパティ」ウィンドウの「ドライバー」タブをク
リックします。
2  USB／パラレルインターフェースで接続する 27
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4 「ドライバー設定の変更」をクリックします。

「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示されたら、「はい」をクリックします。
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5 「FUJITSU FMPR5630」を選択し、「削除」をクリックします。

・「指定されたプリンタドライバは現在、使用中です」とのメッセージが表示される場合は、

Windowsを再起動して、再度プリンタドライバの削除を行ってください。

6 「ドライバーとパッケージの削除」ウィンドウが表示されたら、「ドライバ
とドライバ パッケージを削除する」（または「ドライバーとパッケージ」）
にチェックを付け、「OK」をクリックします。

7 確認のメッセージが表示されたら、「はい」をクリックします。
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8 「ドライバーとパッケージの削除」ウィンドウが表示されたら、「削除」を
クリックします。

9 削除が終了したら、「OK」をクリックします。

10 Windowsを再起動します。

・プリンタをプリンタケーブルで接続しているとき、再起動後にプラグアンドプレイによっ

て添付の CD-ROMを挿入するようにメッセージが表示される場合があります。このとき

は、「キャンセル」をクリックしてください。

プリンタドライバを更新する
プリンタドライバの更新は、「プリンタドライバを削除する」（→ P.27）で削除し、再度プリ

ンタドライバをインストールしてください。
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3 FMPRリモートパネルをインストール
する

FMPRリモートパネルのインストールは次の手順で行ってください。

機能については、「FMPRリモートパネル」（→ P.142）をご覧ください。

・本ソフトウェアをインストールするときは、必ずプリンタドライバを先にインストールしてから、ソフト

ウェアのインストールを行ってください。

・本ユーティリティをインストール中、「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示される場合がありま

すので、「はい」をクリックしてください。

初めてインストールする
FMPRユーティリティを初めてインストールするときは、次の手順で行います。

1 管理者権限をもったユーザーでサインインします。

2 「FMPRプリンタユーティリティ」をパソコンにセットします。
「FMPRプリンタユーティリティ」ウィンドウが自動的に表示されます。

・「FMPR プリンタユーティリティ」ウィンドウが自動的に表示されない場合は、「エクスプ

ローラー」などを使用してCD-ROMを開き、一番上の階層にある「FMPRSTART.EXE」を

ダブルクリックしてください。

・自動再生時や「FMPRSTART.EXE」をダブルクリックしたときに、「自動再生」ウィンド

ウが表示されます。実行されるプログラムが「FMPRSTART.EXE」であることを確認し、

「Fmprstart.exeの実行」をクリックしてください。
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3 「FMPRユーティリティ」をクリックします。

「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示されたら、「はい」をクリックします。

4 「FMPRユーティリティ」ウィンドウが表示されるので、「次へ」をクリッ
クします。
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5 インストールするフォルダーを指定し、「次へ」をクリックします。
フォルダーを変更する場合は、「参照」をクリックして、フォルダーを選択します。

6 インストールするソフトウェアにチェックを付け、「次へ」をクリックし
ます。

インストールが開始されます。
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7 「完了」をクリックします。

これで FMPRユーティリティ（FMPRリモートパネル）のインストールは終了です。

FMPRユーティリティをメンテナンスする
インストールされている FMPR ユーティリティ（FMPR リモートパネル）をメンテナンス

（ソフトウェアの変更、修正、削除）するときは、次の手順で行います。

・プリンタドライバなどのソフトウェアは、今後、機能アップなどのバージョンアップが行われることがあ

ります。

バージョンアップ情報やソフトウェアは、富士通製品情報ページ（https://jp.fujitsu.com/platform/pc/

product/peripheral/printer/）から入手できます。

プリンタドライバの更新には、すでにインストールされているバージョンより新しいバージョンのプリ

ンタに添付の 「FMPRプリンタユーティリティ」または富士通製品情報ページ（https://jp.fujitsu.com/

platform/pc/product/peripheral/printer/）からダウンロードしたプリンタドライバが必要です。

1 FMPRユーティリティ（FMPRリモートパネル）を終了します。

2 コントロールパネルを起動します。
詳しくは、「コントロールパネルを起動する方法」（→ P.7）をご覧ください。

3 「プログラムのアンインストール」をクリックします。

4 「FMPRユーティリティ」を選択して、「変更」をクリックします。
第 2章　プリンタの接続

https://jp.fujitsu.com/platform/pc/product/peripheral/printer/
https://jp.fujitsu.com/platform/pc/product/peripheral/printer/
https://jp.fujitsu.com/platform/pc/product/peripheral/printer/
https://jp.fujitsu.com/platform/pc/product/peripheral/printer/


5 メンテナンスしたい内容にあわせてオプションを選択し、「次へ」をクリッ
クします。

・インストール済みの FMPRユーティリティを変更するときは、「変更」を選択し、「次へ」

をクリックします。手順 6へ進みます。

・前回と同じソフトウェアを再インストールするときは、「修正」を選択し、「次へ」をク

リックします。FMPR ユーティリティの再インストールが開始されます。手順 8 へ進み

ます。

・インストールされている FMPRユーティリティを削除するときは、「削除」を選択し、「次

へ」をクリックします。手順 7へ進みます。

6 変更するソフトウェアを選択し、「次へ」をクリックします。

チェックを付けると、ソフトウェアが追加されます。チェックを外すと、ソフトウェアは

削除されます。

「次へ」をクリックすると、ソフトウェアの変更が開始されます。手順 8へ進みます。
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7 「OK」をクリックします。

ソフトウェアのアンインストールが開始されます。

8 「完了」をクリックします。

これで FMPRユーティリティ（FMPRリモートパネル）のメンテナンスは終了です。
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4 FMPRnavi2をインストールする
FMPRnavi2のインストールは次の手順で行ってください。

1 管理者権限をもったユーザーでサインインします。

2 「FMPRプリンタユーティリティ」をパソコンにセットします。
「FMPRプリンタユーティリティ」ウィンドウが自動的に表示されます。

・「FMPRプリンタユーティリティ」ウィンドウが自動的に表示されない場合は、「エクスプ

ローラー」などを使用して CD-ROMを開き、一番上の階層にある「FMPRSTART.EXE」

をダブルクリックしてください。

・自動再生時や「FMPRSTART.EXE」をダブルクリックしたときに、「自動再生」ウィンド

ウが表示されます。実行されるプログラムが「FMPRSTART.EXE」であることを確認し、

「Fmprstart.exeの実行」をクリックしてください。

3 「FMPRnavi2」をクリックします。

「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示されたら「はい」をクリックします。

「FMPRnavi2セットアップの開始」が表示されます。
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4 内容を確認し、「次へ」をクリックします。

5 「インストール先フォルダ」を確認し、「次へ」をクリックします。
フォルダーを変更する場合は、「参照」をクリックして、フォルダーを選択します。

「FMPRnavi2」のインストールが開始されます。

インストールが完了すると、「FMPRnavi2のインストール完了」が表示されます。
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6 「FMPRnavi2」とプリンタの関連付けを行うため、「次へ」をクリックし
ます。

7 関連付けを行うプリンタを選択し、「関連付け実行」をクリックします。

「FMPRnavi2」とプリンタの関連付けが行われ、「FMPRnavi2 セットアップの完了」が表示

されます。

・「FMPRnavi2」との関連付けを行わないプリンタでは、「FMPRnavi2」の機能を使用する

ことができません。

・プリンタの一覧には、「FMPRnavi2」に対応したプリンタのみ表示されます。

・関連付けを行ったプリンタは、「プリンターのプロパティ」ウィンドウに「FMPRnavi2」

タブが追加され表示されます。
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・状況欄に「使用不可」と表示されるプリンタは、現在「FMPRnavi2」が使用できない環

境になっています。関連付けを行うことはできますが、「FMPRnavi2」の機能を使用する

ことはできません。「FMPRnavi2」の動作環境については、「動作環境」（→ P.16）をご覧

ください。

・「FMPRnavi2」との関連付けは、インストール後に行うこともできます。「FMPRnavi2と

プリンタドライバの関連付け」（→ P.40）をご覧ください。

8 「はい。今すぐコンピュータを再起動します。」を選択し、「完了」をクリッ
クします。
Windowsが再起動します。

・「FMPRnavi2」をインストールすると、アプリ画面に次のプログラムが追加されます。

・「FUJITSU Printer Utility」

FMPRnavi2とプリンタドライバの関連付け
「FMPRnavi2」を使用するためには、プリンタドライバとの関連付け設定を行う必要があり

ます。関連付けの設定または解除は、「FMPRnavi2設定」を使って行います。

「FMPRnavi2 設定」は、「FMPRnavi2」をインストールすると、アプリ画面または「スター

ト」メニューに登録され、「FMPRnavi2」を削除するといっしょに削除されます。

1 管理者権限をもったユーザーでサインインします。

2 「FMPRnavi2設定」を起動します。
■Windows 11の場合

1. →「すべてのアプリ」→「Fujitsu Printer Utility」→「FMPRnavi2 設定」の順にク

リックします。

■Windows Server 2022/Windows Server 2019/Windows Server 2016/Windows 10の場合

1. →「FUJITSU Printer Utility」→「FMPRnavi2設定」の順にクリックします。

■Windows 8.1/Windows Server 2012 R2の場合

1. スタート画面左下の をクリックします。

2.「FUJITSU Printer Utility」の「FMPRnavi2設定」をクリックします。

■Windows Server 2012（R2 以外）の場合

1. スタート画面の何もないところで右クリックし、画面右下の「すべてのアプリ」をク

リックします。

2.「FUJITSU Printer Utility」の「FMPRnavi2設定」をクリックします。

「FMPRnavi2設定」ウィンドウが表示されます。
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3 関連付けを行うプリンタを選択または解除し、「OK」をクリックします。
にすると、「FMPRnavi2」とプリンタドライバの関連付けの設定を行います。

にすると、関連付けを解除します。

・「状況」欄について

プリンタ名の右側の「状況」欄には、現在の関連付け設定状況が表示されます。

表示 説明

FMPRnavi2バージョン 表示されているバージョンの「FMPRnavi2」と関連付け

設定されている状態です。

なし 関連付けが解除されている状態です。

使用不可 関連付け設定を行っても「FMPRnavi2」を使用できない

状態です。「FMPRnavi2」の動作環境については、「動作

環境」（→ P.16）をご覧ください。
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FMPRnavi2を削除する
インストールされている FMPRnavi2を削除するときは、次の手順で行います。

1 コントロールパネルを起動します。
詳しくは、「コントロールパネルを起動する方法」（→ P.7）をご覧ください。

2 「プログラムのアンインストール」をクリックします。

3 「FMPRnavi2」を選択して、「アンインストールと変更」をクリックします。

4 「はい」をクリックします。

5 「はい」をクリックします。
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第 3章 ネットワークを利用した
プリンタの接続

この章では、プリンタをネットワークに接続し、印刷する方法

を説明します。
1 ネットワーク接続の準備について  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 44
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1 ネットワーク接続の準備について
プリンタをLANケーブルでネットワークに接続した場合、印刷方法によりインストー

ルの順番や設定方法などが異なります。ここでは、印刷方法ごとの作業の流れを説

明します。

作業の流れ
次の手順でネットワーク接続を設定します。

1 事前準備（→ P.44）

2 パソコンのネットワーク設定を確認／記録する（→ P.47）

3 パソコンのインターネットの設定を確認／記録／変更する（→ P.50）

4 プリンタ LAN設定ツールをインストールする（→ P.52）

5 LANカードに IPアドレスを設定する（→ P.55）

6 パソコンへの印刷ポートの設定
・FMPR TCP/IP Portで印刷する場合（→ P.60）

・OS標準のクライアント機能（Standard TCP/IPポート）で印刷する場合（→ P.64）

・OS標準のクライアント機能（LPRポート）で印刷する場合（→ P.70）

IPv6環境で使用する場合は、続けて次の作業を行ってください。

7 IPv6アドレスを有効にする（→ P.76）

8 パソコンのネットワーク設定を確認する（→ P.79）

9 パソコンへの印刷ポートの設定
・Standard TCP/IP ポートで印刷する場合（→ P.81）

・LPR ポートで印刷する場合（→ P.87）

事前準備
IPアドレスを設定するため、次の環境を準備してください。

・設定用パソコン

プリンタ LAN設定ツールをインストールします。

ネットワーク設定として次の確認、設定を行ってください。

-使用する LANポートの IPアドレス（IPv4）を手動で設定し、DHCPを無効にしてください。

-インターネットの設定でプロキシサーバーを無効にしてください。

プロキシサーバーを使用している場合は、一時的に無効にしてください。

-市販のアンチウィルスソフトやファイアウォールが有効の場合は、一時的に無効にしてくださ

い。
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・パソコンのネットワーク設定の変更前に、ネットワーク設定を必ず記録してください。

IPアドレス設定済みの LANカードを使用する場合は、パソコンのネットワーク設定の変

更は不要です。

・LANカード設定用ネットワーク

設定用パソコンと本製品に搭載した LANカードのみを接続した環境で設定してください。

Auto MDI/MDIXに対応した LANインターフェースを搭載したパソコンは自動でストレートケーブ

ル／クロスケーブルを判断し接続します。

うまく接続できない場合は、次のように HUBを使用した環境をご用意ください。

・無線 LANルータや DHCPサーバなど、他のネットワーク機器が同一ネットワークに存在

すると、設定ができない場合があります。

環境の準備ができたら、次に、LAN カードに IPv4 アドレスを設定します。「IPv4 環境で使

用する」（→ P.47）に進んでください。

IPv6環境をご使用になる場合は、まず、LANカードに IPv4アドレスを設定する必要があり

ます。IPv4アドレスを設定した後に、IPv6アドレスを有効にします。詳しくは、「IPv6環境

で使用する」（→ P.76）をご覧ください。

・他のプリンタで使用していた LAN カードを流用する場合は、LAN カードに以前の環境設定が残っている

ため、LANカードに設定できないことがあります。LANカードの初期化の後、再設定を行ってください。

LANカードの初期化については、「LANカードの初期化」（→ P.190）をご覧ください。

LANケーブル（ストレートケー

ブルまたはクロスケーブル）

他のネットワーク機器を接続し

ないでください。
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印刷ポートについて
プリンタに LANケーブルを直接接続して印刷する場合は、次の方法があります。

・FMPR TCP/IP Portを使用して印刷する

FMPR TCP/IP Portは、双方向プリンティングシステムに対応した、FMPRシリーズ専用のポートで

す。

この FMPR TCP/IP Portを使用し、LANに直接接続されたプリンタに印刷します。

FMPRnavi2 や FMPR リモートパネルを使用する場合は、FMPR TCP/IP Port を使用するようにして

ください。

・Standard TCP/IPポートを使用して印刷する

OS標準の Standard TCP/IPポートの「LPR」と呼ばれるプロトコルを使用し、LANに直接接続され

たプリンタに印刷します。

Standard TCP/IPポートを使用した印刷では、プリンタドライバのみのサポートとなり、FMPRnavi2

や FMPRリモートパネルは使用できません。

・LPRポートを使用して印刷する

OS標準の LPRポート使用し、LANに直接接続されたプリンタに印刷します。

LPRポートを使用した印刷では、プリンタドライバのみのサポートとなり、FMPRnavi2や FMPRリ

モートパネルは使用できません。
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2 IPv4環境で使用する
ここでは、Windowsの IPv4環境で LANカード（FMPR-LN4）を接続して、TCP/IP

で印刷する方法について説明します。

IPv4環境から TCP/IPで印刷する
LANカードを TCP/IPプロトコルを使用して印刷するときの手順は次のとおりです。

・あらかじめプリンタドライバをご使用のパソコンにインストールしてください。詳しくは、「プリンタド

ライバをインストールする」（→ P.21）をご覧ください。

・設定を行うには、管理者権限が必要です。

・LANカードの設定時に、設定用パソコンのネットワークの設定、インターネットの設定（プロキシサー

バーの設定）の変更が必要になる場合があります。変更前の設定を記録しながら作業を行ってください。

・「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示されたら、「はい」をクリックしてください。

・OS 標準の印刷クライアントで印刷する場合は、「OS 標準の印刷クライアント機能で印刷する」（→ P.64）

をご覧ください。

パソコンのネットワーク設定を確認／記録する
「インターネットプロトコルバージョン 4（TCP/IPv4）」が追加されていることを確認します。

1 コントロールパネルを起動します。
詳しくは、「コントロールパネルを起動する方法」（→ P.7）をご覧ください。

2 「ネットワークとインターネット」→「ネットワークと共有センター」→
「アダプターの設定の変更」の順にクリックします。

3 「ローカルエリア接続」を右クリックし、「プロパティ」をクリックします。
お使いの OSによって、右クリックするアイコンが「イーサネット」などと表示されます。

「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示されたら、「はい」をクリックしてください。

「ローカルエリア接続のプロパティ」ウィンドウが表示されます。
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4 「インターネットプロトコルバージョン 4(TCP/IPv4)」が追加されている
ことを確認し、「プロパティ」をクリックします。

・「インターネットプロトコルバージョン 4(TCP/IPv4)」が一覧にない場合は「インストー

ル」をクリックし、「ネットワーク機能の種類の選択」→「プロトコル」→「インターネッ

トプロトコルバージョン 4(TCP/IPv4)」を選択し、追加してください。
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5 「全般」タブで、ご使用の環境に合わせた設定が行われているか確認、記録
します。

続いて、設定用パソコンのみ、次の手順を行ってください。

「全般」タブの設定を、LAN カード設定用に変更します。LAN カード設定用に変更するた

め、一時的にパソコンの IPアドレスを手動で設定します。

・FMPR TCP/IP Portのみを追加する場合は、パソコンの設定や変更は不要です。
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6 「次の IP アドレスを使う」にチェックを付け、「IP アドレス」、「サブネッ
トマスク」、「デフォルトゲートウェイ」を設定し、「OK」をクリックします。
IP アドレスは、お客様の環境に合わせて指定してください。設定用パソコンのサブネット

マスク、デフォルトゲートウェイはプリンタを接続する環境に合わせてください。

例えば、プリンタの IPアドレスが 192.168.0.2、サブネットマスクが 255.255.255.0、デフォ

ルトゲートウェイが 192.168.0.1の場合、設定用パソコンの IPアドレスは 192.168.0.3、サブ

ネットマスクは 255.255.255.0、デフォルトゲートウェイは 192.168.0.1となります。

・LANカードの設定（IPv4）が終了した後に、「インターネットプロトコルバージョン 4(TCP/

IP)のプロパティ」の設定を元に戻してください。

パソコンのインターネットの設定を確認／記録／変更す
る
設定用パソコンのインターネットの設定を確認、記録します。設定用パソコン以外は、次の

設定「プリンタ LAN設定ツールをインストールする」（→ P.52）に進んでください。

1 コントロールパネルを起動します。
詳しくは、「コントロールパネルを起動する方法」（→ P.7）をご覧ください。

2 「ネットワークとインターネット」→「ネットワークと共有センター」→
「インターネットオプション」の順にクリックします。
「インターネットのプロパティ」ウィンドウが表示されます。
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3 「接続」タブをクリックし、「LANの設定」をクリックします。
「ローカルエリアネットワーク (LAN)の設定」ウィンドウが表示されます。

4 現在の「ローカルエリアネットワーク (LAN) の設定」の設定を確認、記
録します。

お客様の環境によっては、自動構成のスクリプトやプロキシサーバーのアドレスが設定さ

れています。

5 すべてのチェックボックスのチェックを外し、「OK」をクリックします。
プロキシサーバーの設定を一時的に無効にしてください。

・LANカードの設定（IPv4）が終了した後に、「インターネットオプション」の設定を元に

戻してください。
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プリンタ LAN設定ツールをインストールする
LANカード（FMPR-LN4）に、IPアドレスを設定するために必要なプリンタ LAN設定ツー

ルをインストールします。

・プリンタ LAN 設定ツールは、FMPR-LN4 を使用して印刷するための最小限の設定をウィザード形式で行

うソフトウェアです。IPアドレスの設定、ポートの作成、およびポートの設定を行います。

1 管理者権限をもったユーザーでサインインします。

2 「FMPRプリンタユーティリティ」をパソコンにセットします。
「FMPRプリンタユーティリティ」ウィンドウが自動的に表示されます。

・「FMPR プリンタユーティリティ」ウィンドウが自動的に表示されない場合は、「エクスプ

ローラー」などを使用してCD-ROMを開き、一番上の階層にある「FMPRSTART.EXE」を

ダブルクリックしてください。

・自動再生時や「FMPRSTART.EXE」をダブルクリックしたときに、「自動再生」ウィンド

ウが表示されます。実行されるプログラムが「FMPRSTART.EXE」であることを確認し、

「Fmprstart.exeの実行」をクリックしてください

3 「IPアドレス設定」をクリックします。

「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示されたら、「はい」をクリックします。

「プリンタ LAN設定ツール -セットアップウィザード」ウィンドウが表示されます。
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4 「次へ」をクリックします。

5 インストール先フォルダーを確認して、「次へ」をクリックします。

・「変更」をクリックすると、インストール先フォルダーを変更することができます。
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6 「インストール」をクリックします。

インストール中は次の画面が表示されます。インストールが完了するまで、お待ちくださ

い。
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7 「完了」をクリックします。

LANカードに IPアドレスを設定する
オプションの LANカード（FMPR-LN4）に IPアドレスを設定します。

LANカードのプリンタへの取り付けは、『ハードウェアガイド』の「オプションを取り付け

る」をご覧ください。

1 次の操作を行います。
■Windows 11の場合

1. →「すべてのアプリ」→「FMPR5X30 ユーティリティ」→「プリンタ LAN 設定

ツール」の順にクリックします。

■Windows Server 2022/Windows Server 2019/Windows Server 2016/Windows 10の場合

1. →「FMPR5X30ユーティリティ」→「プリンタ LAN設定ツール」の順にクリック

します。

■Windows 8.1/Windows Server 2012 R2の場合

1. スタート画面左下の をクリックします。

2.「FMPR5X30ユーティリティ」の「プリンタ LAN設定ツール」をクリックします。

■Windows Server 2012（R2 以外）の場合

1. スタート画面の何もないところで右クリックし、画面右下の「すべてのアプリ」をク

リックします。

2.「FMPR5X30ユーティリティ」の「プリンタ LAN設定ツール」をクリックします。

「プリンタ LAN設定ツール」ウィンドウが表示されます。
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2 「次へ」をクリックします。

・プリンター専用 TCP/IPポート（FMPR TCP/IP Port）のみを追加する場合は、「プリンタ

専用 TCP/IPポートのみ追加する」にチェックを付けて、「次へ」をクリックします。

3 「はい」をクリックします。

プリンタを検索する画面が表示されます。

4 設定するプリンタを選択し、「次へ」をクリックします。
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・ネットワークにケーブルを接続した状態でプリンタの電源を入れてください。

・プリンタが見つからない場合は、再度「検索」をクリックしてください。

・プリンタの電源を切り、プリンタの再起動後に再度検索してください。プリンタの電源を

入れてから、LANインターフェースの起動のため、30秒程度お待ちください。

・検索で見つからない場合は、「LANカードの初期化」（→ P.190）をご覧になり、LANカー

ドを初期化してください。

・MACアドレスは、LANカードのシールの表示を確認してください。

・DHCP サーバを搭載していない環境で、DHCP が「有効」に設定しているプリンタを検

索した場合は、IPアドレスに「0.0.0.0」と表示されます。

5 IPアドレスを設定します。

・LANカードの IPアドレスは、手動で設定することをお勧めします。

ネットワークを使用した印刷ポートは、IPアドレスの値と連携した TCP/IPポートを使用

します。

■DHCPサーバから IPアドレスを自動取得するとき

1. DHCPを「有効」に設定し、「次へ」をクリックします。
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■手動で IPアドレスを設定するとき

1. DHCP を「無効」に設定し、プリンタをお使いになる環境に合わせ、「IP アドレス」、

「サブネットマスク」、「ゲートウェイ」を設定して、「次へ」をクリックします。

6 設定内容を確認し、「実行」をクリックします。
■DHCPサーバから IPアドレスを自動取得するとき
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■手動で IPアドレスを設定するとき

・設定内容に誤りがあった場合や IPアドレスを変更する場合は、「戻る」をクリックし、設

定し直してください。

7 プリントサーバ（LAN カード：FMPR-LN4）に設定する「root パスワー
ド」を入力し、「OK」をクリックします。

・rootパスワードの初期値は「なし」（空白）になっていますので、プリンタ LANカードが

初期状態の場合は、パスワードの入力なしでそのまま「OK」をクリックしてください。
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8 「終了」をクリックします。

・続けて、FMPR TCP/IP Portを作成するときは、「次へ」をクリックしてください。「次へ」

をクリックすると、「FMPR TCP/IP Portで印刷する」の手順 4（→ P.62）に進みます。

パソコンのネットワーク／インターネットの設定を作業
前に戻す
LANカードの設定のために、設定用パソコンの設定を変更した場合は、「パソコンのネット

ワーク設定を確認／記録する」（→ P.47）と「パソコンのインターネットの設定を確認／記

録／変更する」（→ P.50）をご覧になり、記録したネットワークとインターネットの設定を

元に戻してください。

FMPR TCP/IP Portで印刷する
ここでは、FMPR TCP/IP Portを追加する方法を説明します。

1 次の操作を行います。
■Windows 11の場合

1. →「すべてのアプリ」→「FMPR5X30 ユーティリティ」→「プリンタ LAN 設定

ツール」の順にクリックします。

■Windows Server 2022/Windows Server 2019/Windows Server 2016/Windows 10の場合

1. →「FMPR5X30ユーティリティ」→「プリンタ LAN設定ツール」の順にクリック

します。

■Windows 8.1/Windows Server 2012 R2の場合

1. スタート画面左下の をクリックします。

2.「FMPR5X30ユーティリティ」の「プリンタ LAN設定ツール」をクリックします。
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■Windows Server 2012（R2 以外）の場合

1. スタート画面の何もないところで右クリックし、画面右下の「すべてのアプリ」をク

リックします。

2.「FMPR5X30ユーティリティ」の「プリンタ LAN設定ツール」をクリックします。

「プリンタ LAN設定ツール」ウィンドウが表示されます。

2 「プリンタ専用 TCP/IPポートのみ追加する」にチェックを付けて、「終
了」をクリックします。

3 「はい」をクリックします。
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4 「プリンタ検索」をクリックします。
複数プリンタが検索された場合は、選択画面が表示されますので、プリンタ専用 TCP/IP

ポートを作成する IPアドレスを選択します。

5 「次へ」をクリックします。
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6 設定内容を確認し、「実行」をクリックします。

・設定内容に誤りがあった場合や IPアドレスを変更する場合は、「戻る」をクリックし、設

定し直してください。

7 「完了」をクリックします。

8 コントロールパネルでプリンタアイコンを表示します。
詳しくは、「コントロールパネルでプリンタアイコンを表示する方法」（→ P.8）をご覧くだ

さい。

9 プリンタアイコンを右クリックし、「プリンターのプロパティ」をクリッ
クします。
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10 「ポート」タブの「FMPR TCP/IP Port」を選択し、「OK」をクリックします。

OS標準の印刷クライアント機能で印刷する
ここでは、FMPRnavi2を使用せず OS標準の印刷クライアント機能を利用して印刷する方法

について、Windows 10の画面例で説明します。

Standard TCP/IPポートで印刷する

・ご使用のパソコンに、あらかじめプリンタドライバをインストールしてください。

・OS標準の印刷クライアント機能では、「FMPRnavi2」をご利用することができません。

・FMPRリモートパネルは、OS標準ポートに対応しておりません。

・Windows 10 以外の OS をお使いの場合、画面や手順が異なるときがあります。その場合は、画面の指示

に従って設定してください。

1 コントロールパネルを起動します。
詳しくは、「コントロールパネルを起動する方法」（→ P.7）をご覧ください。

2 「デバイスとプリンターの表示」→「プリンターの追加」の順にクリック
します。
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3 「プリンターが一覧にない場合」をクリックします。

4 「ローカルプリンターまたはネットワークプリンターを手動設定で追加す
る」にチェックを付け、「次へ」をクリックします。
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5 「新しいポートの作成」にチェックを付け、「ポートの種類」に「Standard
TCP/IP Port」を選択し、「次へ」をクリックします。

6 「プリンターを照会して、使用するプリンタードライバーを自動的に選択
する」にチェックを付けて、「ホスト名または IP アドレス」に LAN カー
ドに設定した IPアドレスを入力し、「次へ」をクリックします。
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7 「デバイスの種類」で「カスタム」にチェックを付け、「設定」をクリック
します。

8 「LPR」にチェックを付け、「キュー名」に「lp」を入力し、「LPR バイト
カウントを有効にする」にチェックを付け、「OK」をクリックします。

・「OK」をクリックすると、手順 7の画面に戻りますので、「次へ」をクリックしてください。
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9 ご使用になるプリンタドライバを選択し、「次へ」をクリックします。

10 「現在インストールされているドライバーを使う」にチェックを付け、「次
へ」をクリックします。
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11 「プリンター名」を入力し、「次へ」をクリックします。

「プリンター共有」ウィンドウが表示されます。

12 「このプリンターを共有しない」または「このプリンターを共有して、ネッ
トワークのほかのコンピューターから検索および使用できるようにする」
にチェックを付け、「次へ」をクリックします。

・同じネットワーク内にある他のコンピュータからもこのプリンタをご使用になる場合は、

「このプリンターを共有して、ネットワークのほかのコンピューターから検索および使用

できるようにする」を選択してください。
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13 「通常使うプリンターに設定する」にチェックを付け、「完了」をクリック
します。

テスト印刷を行う場合は、「テストページの印刷」をクリックしてください。

正常に出力されれば、設定完了です。

14 コントロールパネルでプリンタアイコンを表示します。
詳しくは、「コントロールパネルでプリンタアイコンを表示する方法」（→ P.8）をご覧くだ

さい。

15 プリンタアイコンを右クリックし、「プリンターのプロパティ」をクリッ
クします。

16 「ポート」タブの「双方向サポートを有効にする」のチェックを外し、「OK」
をクリックします。

LPRポートで印刷する

・LPR 印刷機能を使用して印刷する場合は、コントロールパネルで LPR ポートモニターを追加する必要が

あります。

1. コントロールパネルを起動します。

詳しくは、「コントロールパネルを起動する方法」（→ P.7）をご覧ください。

2.「プログラム」→「Windowsの機能の有効化または無効化」の順にクリックします。

「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示されたら、「はい」をクリックしてください。

3.「Windowsの機能」ウィンドウで、「印刷とドキュメントサービス」→「LPRポートモニター」の順に

クリックして、「OK」をクリックします。

これで LPRポートモニターの追加は完了です。

・ご使用のパソコンに、あらかじめプリンタドライバをインストールしてください。

・OS標準の印刷クライアント機能では、「FMPRnavi2」をご利用することはできません。
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・Windows 10 以外の OS をお使いの場合、画面や手順が異なるときがあります。その場合は、画面の指示

に従って設定してください。

1 コントロールパネルを起動します。
詳しくは、「コントロールパネルを起動する方法」（→ P.7）をご覧ください。

2 「デバイスとプリンターの表示」→「プリンターの追加」の順にクリック
します。

3 「プリンターが一覧にない場合」をクリックします。

4 「ローカルプリンターまたはネットワークプリンターを手動設定で追加す
る」にチェックを付け、「次へ」をクリックします。
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5 「新しいポートの作成」にチェックを付け、「ポートの種類」に「LPR Port」
を選択し、「次へ」をクリックします。

「LPR互換プリンターの追加」ウィンドウが表示されます。

6 LAN カードに設定した IP アドレスを入力し、「サーバーのプリンター名
または印刷キュー」に「lp」と入力し、「OK」をクリックします。

7 ご使用になるプリンタドライバを選択し、「次へ」をクリックします。
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8 「現在インストールされているドライバーを使う」にチェックを付け、「次
へ」をクリックします。

9 「プリンター名」を入力し、「次へ」をクリックします。

「プリンター共有」が表示されます。
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10 「このプリンターを共有しない」または「このプリンターを共有して、ネッ
トワークのほかのコンピューターから検索および使用できるようにする」
にチェックを付け、「次へ」をクリックします。

・同じネットワーク内にある他のコンピュータからもこのプリンタをご使用になる場合は、

「このプリンターを共有して、ネットワークのほかのコンピューターから検索および使用

できるようにする」を選択してください。

11 「通常使うプリンターに設定する」にチェックを付け、「完了」をクリック
します。

テスト印刷を行う場合は、「テストページの印刷」をクリックしてください。

正常に出力されれば、設定完了です。
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12 コントロールパネルでプリンタアイコンを表示します。
詳しくは、「コントロールパネルでプリンタアイコンを表示する方法」（→ P.8）をご覧くだ

さい。

13 プリンタアイコンを右クリックし、「プリンターのプロパティ」をクリッ
クします。

14 「詳細設定」タブの「印刷ドキュメントをスプールし、プログラムの印刷
処理を高速に行う」と「全ページ分のデータをスプールしてから、印刷
データをプリンタに送る」を選択し、「適用」をクリックします。

15 「ポート」タブをクリックし、「双方向サポートを有効にする」のチェック
を外し、「OK」をクリックします。
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3 IPv6環境で使用する
ここでは、IPv6環境で LANカードを接続し、TCP/IPで印刷する方法について説明

します。

あらかじめ、「IPv4 環境で使用する」（→ P.47）をご覧になり、IPv4 アドレスを設

定する必要があります。

TCP/IPで印刷する
LANカードを TCP/IPプロトコルを利用して印刷するときの手順は次のとおりです。

・あらかじめプリンタドライバをご使用のパソコンにインストールしてください。

・設定を行うには、管理者権限が必要です。

・「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示されたら、「はい」をクリックしてください。

・OS標準の印刷クライアントで印刷する場合は、「OS標準の印刷クライアント機能で印刷する」（→ P.81）

をご覧ください。

・LANカードの IPv6アドレス（リンクローカルアドレス）は次のとおりです。

リンクローカルアドレス：fe80::280:92ff:fexx:yyzz（xxyyzzはLANカードのEthernetアドレスの下6桁です）

IPv6アドレスを有効にする
IPv6 機能は、ご購入時、機能しないように設定されています。IPv6 機能を有効にするには

次の操作を行います。

1 通常 TCP/IP設定により IPv4アドレスを設定します。
プリンタ LAN 設定ツールにより LAN カードに IPv4 アドレスを設定します。詳しくは、

「IPv4環境で使用する」（→ P.47）をご覧ください。

2 Webブラウザを表示して、設定した IPv4アドレスで LANカードに
アクセスします。

・例：http://192.168.0.252/
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3 「設定の変更」の「プリントサーバ機能」を選択します。

・「Japanese」をクリックして日本語表示にしてください。

・ユーザ名を入力する画面が表示された場合は、「root」を入力してください。
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4 「TCP/IP」を選択し、「IPv6機能」を「ENABLE」に設定し、「設定更新」
をクリックします。

「設定変更後は、プリントサーバを再起動してください」が表示されます。
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5 「設定の変更」の「プリントサーバ再起動」を選択し、「プリントサーバを
再起動しますか？」と表示されたら、「Yes」をクリックします。

6 Web ブラウザの「ステータス表示」の「システムステータス」で IPv6 ア
ドレスを確認します。
IPv6アドレスは、システムステータスの「IPv6 status」に表示されます。

パソコンのネットワーク設定を確認する
「インターネットプロトコルバージョン 6（TCP/IPv6）」が追加されていることを確認します。

1 コントロールパネルを起動します。
詳しくは、「コントロールパネルを起動する方法」（→ P.7）をご覧ください。

2 「ネットワークとインターネット」→「ネットワークと共有センター」→
「アダプターの設定の変更」の順にクリックします。
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3 「ローカルエリア接続」を右クリックし、「プロパティ」をクリックします。
お使いの OSによって、右クリックするアイコンが「イーサネット」などと表示されます。

「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示されたら、「はい」をクリックしてください。

「ローカルエリア接続のプロパティ」ウィンドウが表示されます。

4 「インターネットプロトコルバージョン 6（TCP/IPv6）」が追加されている
ことを確認し、「プロパティ」をクリックします。

・「インターネットプロトコルバージョン 6（TCP/IPv6）」が一覧にない場合は「インストー

ル」をクリックし、「ネットワーク機能の種類の選択」→「プロトコル」→「インターネッ

トプロトコルバージョン 6（TCP/IPv6）」を選択し、追加してください。
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5 「全般」タブで、ご使用の環境に合わせた設定が行われているか確認します。

OS標準の印刷クライアント機能で印刷する
IPv6環境で、OS標準の印刷クライアント機能を利用して印刷する方法を説明します。

Standard TCP/IPポートで印刷する

・ご使用のパソコンに、あらかじめプリンタドライバをインストールしてください。

・OS標準の印刷クライアント機能および IPv6環境では、「FMPRnavi2」をご利用することができません。

・FMPRリモートパネルは、OS標準ポートおよび IPv6環境には対応しておりません。

1 コントロールパネルを起動します。
詳しくは、「コントロールパネルを起動する方法」（→ P.7）をご覧ください。

2 「デバイスとプリンターの表示」→「プリンターの追加」の順にクリック
します。
「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示されたら、「はい」をクリックしてください。
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3 「プリンターが一覧にない場合」をクリックします。

4 「ローカルプリンターまたはネットワークプリンターを手動設定で追加す
る」にチェックを付け、「次へ」をクリックします。
第 3章　ネットワークを利用したプリンタの接続



5 「新しいポートの作成」にチェックを付け、「ポートの種類」に「Standard
TCP/IP Port」を選択し、「次へ」をクリックします。

6 「プリンターを照会して、使用するプリンタードライバーを自動的に選択す
る」にチェックを付け、「ホスト名または IPアドレス」に LANカードに設
定した IPv6環境の IPアドレスを入力し、「次へ」をクリックします。
「ポート名」を付けない場合は、既定値をご使用ください。
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7 「デバイスの種類」で「カスタム」にチェックを付け、「設定」をクリック
します。

8 「LPR」にチェックを付け、「キュー名」に「lp」を入力し、「LPR バイト
カウントを有効にする」にチェックを付け、「OK」をクリックします。

・「OK」をクリックすると、手順 7の画面に戻りますので、「次へ」をクリックしてください。
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9 ご使用になるプリンタドライバを選択し、「次へ」をクリックします。

10 「現在インストールされているドライバーを使う」にチェックを付け、「次
へ」をクリックします。
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11 「プリンター名」を入力し、「次へ」をクリックします。

「プリンター共有」ウィンドウが表示されます。

12 「このプリンターを共有しない」または「このプリンターを共有して、ネッ
トワークのほかのコンピューターから検索および使用できるようにする」
にチェックを付け、「次へ」をクリックします。

・同じネットワーク内にある他のコンピュータからもこのプリンタをご使用になる場合は、

「このプリンターを共有して、ネットワークのほかのコンピューターから検索および使用

できるようにする」を選択してください。
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13 「通常使うプリンターに設定する」にチェックを付け、「完了」をクリック
します。

テスト印刷を行う場合は、「テストページの印刷」をクリックしてください。

正常に出力されれば、設定完了です。

LPRポートで印刷する

・LPR 印刷機能を使用して印刷する場合は、コントロールパネルで LPR ポートモニターを追加する必要が

あります。

1. コントロールパネルを起動します。

詳しくは、「コントロールパネルを起動する方法」（→ P.7）をご覧ください。

2.「プログラム」→「Windowsの機能の有効化または無効化」の順にクリックします。

「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示されたら、「はい」をクリックしてください。

3.「Windowsの機能」ウィンドウで、「印刷とドキュメントサービス」→「LPRポートモニター」の順に

クリックして、「OK」をクリックします。

これで LPRポートモニターの追加は完了です。

・ご使用のパソコンに、あらかじめプリンタドライバをインストールしてください。

・OS標準の印刷クライアント機能および IPv6環境では、「FMPRnavi2」をご利用することはできません。

1 コントロールパネルを起動します。
詳しくは、「コントロールパネルを起動する方法」（→ P.7）をご覧ください。

2 「デバイスとプリンターの表示」→「プリンターの追加」の順にクリック
します。
「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示されたら、「はい」をクリックしてください。
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3 「プリンターが一覧にない場合」をクリックします。

4 「ローカルプリンターまたはネットワークプリンターを手動設定で追加す
る」にチェックを付け、「次へ」をクリックします。
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5 「新しいポートの作成」にチェックを付け、「ポートの種類」に「LPR Port」
を選択し、「次へ」をクリックします。

「LPR互換プリンターの追加」ウィンドウが表示されます。

6 LAN カードに設定した IPv6 環境の IP アドレスを入力し、「サーバーの
プリンター名または印刷キュー」に「lp」と入力し、「OK」をクリックします。

7 ご使用になるプリンタドライバを選択し、「次へ」をクリックします。
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8 「現在インストールされているドライバーを使う」にチェックを付け、「次
へ」をクリックします。

9 「プリンター名」を入力し、「次へ」をクリックします。
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10 「このプリンターを共有しない」または「このプリンターを共有して、ネッ
トワークのほかのコンピューターから検索および使用できるようにする」
にチェックを付け、「次へ」をクリックします。

・同じネットワーク内にある他のコンピュータからもこのプリンタをご使用になる場合は、

「このプリンターを共有して、ネットワークのほかのコンピューターから検索および使用

できるようにする」を選択してください。

11 「通常使うプリンターに設定する」にチェックを付け、「完了」をクリック
します。

テスト印刷を行う場合は、「テストページの印刷」をクリックしてください。

正常に出力されれば、設定完了です。
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12 コントロールパネルでプリンタアイコンを表示します。
詳しくは、「コントロールパネルでプリンタアイコンを表示する方法」（→ P.8）をご覧くだ

さい。

13 プリンタアイコンを右クリックし、「プリンターのプロパティ」をクリッ
クします。

14 「詳細設定」タブの「印刷ドキュメントをスプールし、プログラムの印刷
処理を高速に行う」と「全ページ分のデータをスプールしてから、印刷
データをプリンタに送る」を選択し、「OK」をクリックします。
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第 4章 プリンタドライバの機能と
利用方法

この章では、プリンタドライバ（FMPRドライバ）がもつ機能と

その利用方法について説明します。
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1 プリンタドライバの設定
ここでは、FMPRプリンタドライバの設定画面について説明します。

プリンタドライバの設定は、「印刷」、「印刷設定」、「プリンターのプロパティ」で行います。

各プロパティで、設定できる項目が変わりますので、ご注意ください。

・アプリケーションによっては、データの保存時に印刷に関する設定（プリンタドライバの設定を含む）を

保存します。このため、アプリケーション側から変更するまで、保存してある設定値で印刷されることが

あります。また、アプリケーション側で用紙サイズなどを設定できるものもあります。

アプリケーションによっては、「全般」タブが表示されないことがあります。

・ここでは、FMPR5630を例に説明します。

FMPR5430/FMPR5130をお使いの場合は、「FMPR5630」をお使いのプリンタに読み替えてください。

アプリケーションからの設定画面 （印刷）

各アプリケーションでのプリンタの設定項目から表示するプリンタのプロパティです。

印刷時に用紙サイズや解像度などの印刷に関する設定が行えます。
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■設定画面の表示と設定の変更
プリンタ設定のプロパティを表示する方法またはプロパティの設定を変更する方法は、アプ

リケーションごとに異なります。

ここでは、ワードパッドで印刷設定を変更する方法を例に説明します。

1 ワードパッドのメニューから「印刷」を選択します。

2 印刷画面が表示されたら、設定を変更したいプリンタを選択し「詳細設定」
をクリックします。

3 目的の項目を含むタブまたは「詳細設定」をクリックし、設定を変更します。

4 「OK」をクリックし、「印刷設定」ウィンドウを閉じます。
「OK」をクリックすると変更した設定が保存されます。

「キャンセル」をクリックすると、変更した設定を保存しないで「印刷設定」ウィンドウを

終了します。

コントロールパネルからの設定画面 （印刷設定）

用紙サイズや解像度などの印刷に関する既定値を設定します。

アプリケーションで用紙やプリンタの設定を行わない場合は、この設定値で印刷します。
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■設定画面の表示と設定の変更

1 コントロールパネルでプリンタアイコンを表示します。
詳しくは、「コントロールパネルでプリンタアイコンを表示する方法」（→ P.8）をご覧くだ

さい。

2 「FUJITSU FMPR5630プリンタ」アイコンを右クリックし、「印刷設定」を
選択します。

3 プリンタドライバの各種機能を設定できます。
用紙サイズ、出力部数、印刷品質、オプション機能などに関する詳細な設定を行う場合は、

「詳細設定」をクリックし、設定を変更します。

「OK」をクリックすると、変更した設定を保存して「印刷設定」ウィンドウを終了します。

「キャンセル」をクリックすると、変更した設定を保存しないで「印刷設定」ウィンドウを

終了します。

「適用」をクリックすると、変更した設定を保存します。このときウィンドウは表示された

ままです。

・変更した設定を以前の設定に戻すには次の方法があります。

1.「レイアウト」「用紙／品質」タブの場合、設定を変更した後、変更した項目で右クリッ

クして「変更したオプションを元に戻す」ボタンを表示し、クリックします。

2.「詳細設定」の場合、「FUJITSU FMPR5630 詳細なドキュメントの設定」を右クリッ

クして「変更したオプションを元に戻す」ボタンを表示し、クリックします。

・設定内容に変更があった場合のみ、「適用」が有効になります。

プリンタの状態確認 （ポップアップ）

プリンタの状態確認
双方向プリンティングシステム「FMPRnavi2」を使うと、プリンタの状態をパソコンで見る

ことができます。

「FMPRnavi2」は、印刷が実行されるとプリンタのモニタを開始します。プリンタでエラー

が発生すると、エラーの内容と対処方法がパソコンの画面にポップアップ表示されます。
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・「FMPRnavi2」によるエラー情報をポップアップ表示にするための設定および詳しい説明については、プ

リンタドライバの「ヘルプ」または「「FMPRnavi2」タブ［注 2］」（→ P.107）をご覧ください。

プリンターのプロパティ

プリンタドライバやポートの選択などが行えます。
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■設定画面の表示と設定の変更

1 コントロールパネルでプリンタアイコンを表示します。
詳しくは、「コントロールパネルでプリンタアイコンを表示する方法」（→ P.8）をご覧くだ

さい。

2 「FUJITSU FMPR5630プリンタ」アイコンを右クリックし、「プリンター
のプロパティ」を選択します。

3 目的の項目を含むタブをクリックし、設定を変更します。
「OK」をクリックすると、変更した設定を保存してプロパティを終了します。

「キャンセル」をクリックすると、変更した設定を保存しないでプロパティを終了します。

「適用」をクリックすると、変更した設定を保存します。このときプロパティは表示された

ままです。

・変更した設定を以前の設定に戻すには次の方法があります。

1. 設定を変更した後、「デバイスの設定」タブの「FUJITSU FMPR5630デバイスの設定」

を右クリックします。「変更したオプションを元に戻す」ボタンが表示されますので、

クリックします。「デバイスの設定」タブのみ有効です。

・設定内容に変更があった場合のみ、「適用」が有効になります。

ウィンドウ一覧

・［注 1］とあるウィンドウは「印刷」ウィンドウまたは「印刷設定」ウィンドウで表示されます。

・［注 2］とあるウィンドウは「プリンターのプロパティ」ウィンドウで表示されます。
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「レイアウト」 タブ ［注 1］

印刷の向き、ページの順序、シートごとの印刷ページなど、レイアウトに関する設定などを

行います。

■印刷の向き
印刷方向は、プリンタドライバの設定画面の「印刷の向き」の設定により次のようになりま

す。

・アプリケーションにより、表示方法や印刷方法が異なる場合があります。

設定項目 内　容

印刷の向き 印刷の向きを指定します。詳しくは、「印刷の向き」（→ P.99）を

ご覧ください。

ページの順序 印刷するページの順序を指定します。

シートごとのページ数 1枚の用紙に割り付けるページ数を指定します。

境界線を引く 「シートごとのページ数」で割り付けたページに対して、境界線

を引くかどうかを指定します。

ABCD....

ABCDE....

ABCDEF....

A
B
C
D
....

A
B
C
D
E
....

A
B
C
D
E
F
....

印刷方向：縦 印刷方向：横

用

紙

送

り

方

向

用

紙

送

り

方

向
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「用紙／品質」 タブ ［注 1］
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給紙方法を設定します。

設定項目 内　容

給紙方法 印刷のときに、どこから用紙を給紙するかを選択します。次のいずれかを設定するこ

とができます。

・「自動選択」

「デバイスの設定」タブで、同じサイズの用紙が割り当てられている給紙方法で印

刷します。同じ用紙サイズがどの給紙方法にも割り当てられていない場合は、手差

しで印刷します。

・手差し

単票テーブルから給紙します。

吸入した用紙の上端余白量は、「詳細設定」ウィンドウにある「ドキュメントのオ

プション」の「上端余白」で設定した値となります。

・前トラクタフィーダ

単票テーブルの下に装備されている用紙送りトラクタから給紙します。

吸入した用紙の上端余白量は、「詳細設定」ウィンドウにある「ドキュメントのオ

プション」の「上端余白」で設定した値となります。

・後トラクタフィーダ

プリンタ後面に装備されている用紙送りトラクタから給紙します。

吸入した用紙の上端余白量は、「詳細設定」ウィンドウにある「ドキュメントのオ

プション」の「上端余白」で設定した値となります。

・カットシートフィーダフロント

前シートフィーダから給紙します。

吸入した用紙の上端余白量は、「詳細設定」ウィンドウにある「ドキュメントのオ

プション」の「上端余白」で設定した値となります。

・カットシートフィーダリア

後シートフィーダから給紙します。

吸入した用紙の上端余白量は、「詳細設定」ウィンドウにある「ドキュメントのオ

プション」の「上端余白」で設定した値となります。

・プリンタの機能設定の上端余白量指定をプリンタ優先にしている場合は、プリンタの共

通設定の上端余白量で設定してある余白量になります。詳しくは、『ハードウェアガ

イド』の「オペレータパネルの操作」－「操作方法」に記載している「機能設定を変え

る」をご覧ください。正しい印刷結果を得るには、プリンタの機能設定を給紙方法に合

わせる必要があります。

・給紙方法には、「自動選択」が追加されますが、使用する給紙方法とは異なった給紙方

法が指定される場合があります。印刷に使用する用紙に合わせ、自動選択以外の給紙

方法を指定してください。
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「詳細設定」 ウィンドウ ［注 1］

次の項目が設定できます。

メディア 印刷する用紙の厚さに応じて設定します。

プリンタ側の用紙厚調整の設定がオートに設定されている場合のみ、本設定が有効に

なります。

・自動

プリンタが用紙の厚さ自動的に調整します。

・レンジ 1～レンジ D（FMPR5630/FMPR5430の場合）

印刷する用紙の厚さを設定します。

・用紙厚 1～用紙厚 8（FMPR5130の場合）

印刷する用紙の厚さを設定します。

・プリンタ設定優先

プリンタで設定されている用紙厚に従います。

設定項目 設定内容 備　考

用 紙 ／

出力

用紙サイズ 用紙サイズを選択します。

部数 印刷部数を設定します。

設定項目 内　容
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ドキュメ

ントのオ

プション

詳細な印刷機能 印刷機能の設定を有効にするかしないかを設定します。

・有効

「ページの順序」、「シートごとのページ」、および「部数」の

設定が有効になります。

・無効

「ページの順序」、「シートごとのページ」、および「部数」の

設定が無効になります。

シートごとのページ

レイアウト

「レイアウト」タブの「シートごとのページ数」で「1」以外を

選択したときのページ割り付け方法を選択します。

ハーフトーン ハーフトーンの種類を設定します。

印刷の最適化 印刷の最適化を有効にするかしないかを設定します。印刷結果

が正しくないときは、この機能を「無効」にすることができま

す。

連続紙左端余白 連帳用紙の左端余白を設定します。設定した値による右端余白

の値は、「連続紙左端余白」（→ P.105）をご覧ください。

連帳系給紙口、または連帳系用紙やユーザー定義サイズ用紙を

選択したときに設定することができます。

上端余白 上端余白量を設定します。

初期値は 4.2mmで、設定可能な範囲は 0.0mm～ 51.0mmです。

カスタム用紙余白 「プリントサーバーのプロパティ」でユーザー定義サイズを作

成したときに設定した余白（上下左右）を有効にします。

左右余白量の違いで印字位置がずれるときは、「プリントサー

バーのプロパティ」でユーザー定義サイズ用紙を作成し、上下

左右余白を設定して本項目を「有効」にしてください。

本項目を「有効」で使用するときは、プリンタの「余白量設

定」で使用する給紙口の「上端余白量」および「セットフリー

余白量」を 0mmにしてください。詳しくは、『ハードウェア

ガイド』の「オペレータパネルの操作」－「操作方法」－「機

能設定の種類」－「設定項目」－「余白量設定」をご覧ください。

・印刷するときは、本プリンタの印刷保証範囲内でお使いくださ

い。

印刷保証範囲外への印刷は、印字ヘッドピンが折れたり、プリ

ンタが故障したりする原因となります。印刷保証範囲外への印

刷が原因でのプリンタの故障については、当社は一切の責任を

負いかねますのでご了承ください。

やむを得ず印刷保証範囲外に印刷するときは、充分な確認を

行ったうえでお使いください。

設定項目 設定内容 備　考
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ドキュメ

ントのオ

プション

連続紙セットフリー プリンタの連帳セットフリーを有効にしたとき、本項目を「有

効」にします。

連帳用紙をセットフリーで動作させるときに適切な左右余白

にします。

連帳系給紙口、または連帳系用紙やユーザー定義サイズ用紙を

選択したときに設定することができます。

プリン

ターの機

能

印刷品質

［注］

印字品質および印字方向の設定をします。

・高品質（両方向印字）

高品質モードで両方向印字を行います。

・高品質（片方向印字）

高品質モードで片方向印字を行います。

・高速（両方向印字）

高速モードで両方向印字を行います。

・高速（片方向印字）

高速モードで片方向印字を行います。

・低騒音（両方向印字）

低騒音モードで両方向印字を行います。

・低騒音（片方向印字）

低騒音モードで片方向印字を行います。

・プリンタ設定優先（両方向印字）

印字方向は両方向、印刷品質はプリンタの設定に従います。

・プリンタ設定優先（片方向印字）

印字方向は片方向、印刷品質はプリンタの設定に従います。

出力トレ

イ

単票用紙の排出方法を設定します。お使いの OSにより、排出

装置や用紙／出力、出力トレイと表示されます。

・自動排出

プリンタの設定に従って、用紙を排出します。

・手前排出

単票テーブルに用紙を排出します。

・後方排出

リアスタッカに用紙を排出します。

出力トレ

イ

単票用紙の排出方法を設定します。お使いの OSにより、排出

装置や用紙／出力、出力トレイと表示されます。

・自動排出

プリンタの設定に従って、用紙を排出します。

・手前排出

単票テーブルに用紙を排出します。

・後方排出

リアスタッカに用紙を排出します。

設定項目 設定内容 備　考
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注 プリンタドライバのプロパティによる印字方向指定は、プリンタの印字方向設定が「両方向」に設定されてい

るときのみ有効になります。プリンタの印字方向が「片方向」に設定されているときは、プリンタドライバの

プロパティ設定にかかわらす「片方向印字」となります。

■連続紙左端余白
連帳用紙の左端余白を設定します。

設定した値により、右端余白は次表の値となります。
（単位：mm）

ドキュメ

ントのオ

プション

プリン

ターの機

能

濃淡 印字圧の設定をします。お使いの OSにより、印刷密度または

濃淡と表示されます。

・標準

標準の印字圧で印刷します。

・高複写 1（FMPR5630/FMPR5430の場合）

高複写の印字圧で印刷します。

・高複写 2（FMPR5630/FMPR5430の場合）

2度打ちすることにより、高複写 1よりさらに高複写の印字

圧で印刷します。

・高複写（FMPR5130の場合）

高複写の印字圧で印刷します。

・プリンタ設定優先

プリンタで設定されている印字圧に従います。

180度回転 ページ単位で 180度回転して印刷します。

・プリンタフォントやバーコードフォントで指定された文字は、

近似の TrueTypeフォントに置き換えて印刷します。

・余白も 180度回転します。

設定項目

右端余白

用紙幅が最大印刷可能領域

（345.44mm）以下

用紙幅が最大印刷可能領域

（345.44mm）より大きい

0.0mm

0.0mm
最大印刷可能領域を超える分はすべて

余白
5.0mm

12.7mm

設定項目 設定内容 備　考
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「デバイスの設定」 タブ ［注 2］

給紙方法と用紙の割り当ての設定を行います。

設定項目 内　容

用紙選択モード 用紙サイズ決定方法の切り替えを行います。

お使いのアプリケーションで指定した用紙と異なる用紙が選択

される場合、本設定を変更してください。

給紙方法と用紙の割り当て 給紙方法に対して、用紙を割り当てます。給紙方法で「自動選択」

を指定した場合は、同一サイズの用紙を複数の給紙方法に割り当

てないでください。

同じ用紙サイズがどの給紙方法にも割り当てられていない場合

は、手差しで印刷します。

デバイスの設定で割り当てた給紙方法と用紙サイズが印刷設定

プロパティの用紙サイズおよび給紙方法の設定と一致しないと

きは、印刷中に給紙口が切り替わったり、行ずれや印字切れが発

生したりすることがあります。

本設定を必ず行い、印刷設定プロパティの設定を一致させてくだ

さい。
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「FMPRnavi2」 タブ ［注 2］
「FMPRnavi2」に関する表示方法を設定します。

・「FMPRnavi2」タブ画面を表示するには、プリンタアイコンを右クリックし、「プリンターのプロパティ」

を選択します。（「印刷設定」を選択した場合は、表示されません）。プリンタアイコンを表示するには、

「コントロールパネルでプリンタアイコンを表示する方法」（→ P.8）をご覧ください。

・「FMPRnavi2」の各システムの機能概要については、「機能」（→ P.17）をご覧ください。

・「FMPRnavi2」タブ画面をはじめとする FMPRnavi2 機能および設定は、お使いの環境によって推奨値に

変更される場合があります。

1 到着通知パネルと連携する
「Interstage Print Manager」の到着パネルと連携して印刷する場合は、 にします。

2 返答メッセージ
プリンタの印刷中のエラー、テストプリント完了、用紙交換表示（返答メッセージ）の最初の通

知先を設定します。

・印刷を実行したコンピュータ

印刷を実行したパソコンに、メッセージを通知します。

・プリントサーバ

プリントサーバにメッセージを通知します。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

16

15

17

18

19

20
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・コンピュータを指定

他のパソコンにメッセージを通知します。

3 ホスト名または IPアドレス
「返答メッセージ」で「コンピュータを指定」を選択した場合に、メッセージの通知先をホスト

名または IPアドレスで設定します。

IPv6アドレスでの入力もできます。カンマで区切って、複数のパソコンを設定することもできま

す。複数のパソコンを設定した場合、先に記載されているパソコンに通知できなかった場合に、

次に記載されているパソコンに通知されます。

4 選択肢

返答メッセージウィンドウで表示するボタンの組み合わせを設定します。

・続行、操作、削除

返答メッセージウィンドウで表示するボタンは「続行」、「操作」、「削除」になります。

・続行、保留、削除

返答メッセージウィンドウで表示するボタンは「続行」、「保留」、「削除」になります。

・続行、操作、保留、削除

返答メッセージウィンドウで表示するボタンは「続行」、「操作」、「保留」、「削除」になります。

・続行、削除

返答メッセージウィンドウで表示するボタンは「続行」、「削除」になります。

・続行、保留

返答メッセージウィンドウで表示するボタンは「続行」、「保留」になります。

・操作、保留、削除

返答メッセージウィンドウで表示するボタンは「続行」、「保留」、「削除」になります。

・保留、削除

返答メッセージウィンドウで表示するボタンは「保留」、「削除」になります。

・続行

返答メッセージウィンドウで表示するボタンは「続行」のみになります。

・保留

返答メッセージウィンドウで表示するボタンは「保留」のみになります。

・削除

返答メッセージウィンドウで表示するボタンは「削除」のみになります。

5 メッセージウィンドウをポップアップ表示する
返答メッセージウィンドウを、ポップアップ表示させるか、最小化して表示するかを指定します。

6 通知メッセージ
印刷中に発生したエラーおよび警告を知らせるメッセージの最初の通知先を設定します。

・印刷を実行したコンピュータ

印刷を実行したパソコンにメッセージを通知します。

・コンピュータを指定

他のパソコンにメッセージを通知します。

7 ホスト名または IPアドレス
「通知メッセージ」で「コンピュータを指定」を選択した場合に、メッセージの通知先をホスト

名または IPアドレスで設定します。

IPv6アドレスでの入力もできます。カンマで区切って、複数のパソコンを設定することもできま

す。複数のパソコンを設定した場合、先に記載されているパソコンに通知できなかった場合に、

次に記載されているパソコンに通知されます。
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8 プリンタ停止を通知する
選択した通知先に、印刷中に発生したエラーおよび警告を知らせるメッセージを通知するかどう

かを設定します。

9 印刷開始を通知する
選択した通知先に印刷開始を通知するかどうかを設定します。

10 印刷完了を通知する
選択した通知先に印刷完了を通知するかどうかを設定します。

11 メッセージウィンドウをポップアップ表示する
通知メッセージウィンドウを、ポップアップ表示させるか、最小化して表示させるかを設定しま

す。

12 識別子

複数のステータス画面が表示された場合に、どのプリンタからのステータス画面かを判別するた

めの情報を選択します。

・プリンタ名

印刷を行ったプリンタ名を表示します。

・場所

「プリンターのプロパティ」の「場所」に記入された内容を表示します。

・コメント

「プリンターのプロパティ」の「コメント」に記入された内容を表示します。改行が含まれて

いる場合は、最初の改行直前までの内容を表示します。

13 文字色
ステータス画面で識別子を表示する文字の色を設定します。「文字色」ボタンをクリックし、「色

の設定」ウィンドウから文字色を選択します。現在選択している色が、ボタンの色に反映されま

す。

14 ステータスを最前面に表示する
メッセージの到着時、返答メッセージウィンドウおよび通知メッセージウィンドウを常に最前面

に表示するかどうかを設定します。

15 ヒント情報
プリンタドライバを設定するうえでのヒント（アドバイス）が表示されます。

16 詳細

ボタンをクリックすると、プリンタドライバを設定するうえでのヒント情報（アドバイス）が表

示されます。詳しくは、「ヒント情報」（→ P.113）をご覧ください。

17 詳細設定
「詳細設定」ウィンドウが表示されます。詳しくは、「「詳細設定」ウィンドウ」（→ P.110）をご

覧ください。

18 ヘルプ
ヘルプが表示されます。

19 バージョン

「FMPRnavi2」のバージョンが表示されます。バージョンの確認方法については、「FMPRnavi2の

バージョン確認」（→ P.125）をご覧ください。

20 標準に戻す
「FMPRnavi2」タブで設定した内容を、すべて初期設定に戻します。
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・印刷を実行したコンピュータ以外にメッセージを通知する場合には、クラサバ連携サービスが必要です。

クラサバ連携サービスについては、「クラサバ連携サービス」（→ P.137）をご覧ください。

「詳細設定」 ウィンドウ

1 印刷ログを残す

印刷ログを保存するかどうかを設定します。

・有効

印刷ログを保存します。

・無効

印刷ログを保存しません。

2 他のコンピュータに印刷ログを残す
プリントサーバ以外に、印刷ログを保存するかどうかを設定します。

・保存しない

プリントサーバ以外に印刷ログを保存しません。

・印刷を実行したコンピュータ

印刷を実行したパソコンに印刷ログを保存します。

・コンピュータを指定

他のパソコンに印刷ログを保存します。

3 ホスト名または IPアドレス
「他のコンピュータに印刷ログを残す」で「コンピュータを指定」を選択した場合に、印刷ログ

の保存先をホスト名または IPアドレスで設定します。

IPv6アドレスでの入力もできます。カンマで区切って、複数のパソコンを設定することもできま

す。複数のパソコンを設定した場合、先に記載されているパソコンに印刷ログが保存できなかっ

た場合に、次に記載されているパソコンに保存されます。

4 用紙交換メッセージを通知しない
同一のプリントサーバにおいて、指定した用紙名が直前の印刷で指定していた用紙名と異なって

いても、用紙交換メッセージ（返答メッセージ）を通知しません。

また、印刷ジョブの途中で用紙名が変わったときにも、用紙交換メッセージを通知しません。

1

2

3

4

5

6

7

9

8

10

11

12

13

14

15

16

17
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5 用紙名が変化したときに用紙交換メッセージを通知する
同一のプリントサーバにおいて、直前の印刷で指定していた用紙名と、今回の印刷で指定する用

紙名が異なる場合、用紙交換メッセージ（返答メッセージ）を通知するように設定します。

用紙交換メッセージ（返答メッセージ）が通知されるまで、印刷を中断します。

6 他ホストで印刷した直後に用紙交換メッセージを通知する
「用紙名が変化したときに用紙交換メッセージを通知する」が のとき、設定可能になります。

印刷先のプリンタで、直前に他ホストから印刷されていた場合、用紙交換メッセージ（返答メッ

セージ）を通知するように設定します。

用紙交換メッセージ（返答メッセージ）が通知されるまで、印刷を中断します。

7 用紙名が指定されたとき常に用紙交換メッセージを通知する
用紙名が指定された場合、常に用紙交換メッセージ（返答メッセージ）を通知します。ただし、

同一の印刷では、用紙名が変わったときのみ通知します。

用紙交換メッセージ（返答メッセージ）が通知されるまで、印刷を中断します。

8 自動再開可能なエラー発生時

自動再開可能なエラー（ストップ、用紙なし、用紙づまりなど）を検出したときの動作を設定し

ます。

・返答メッセージを通知し自動リトライ

返答メッセージを通知してプリンタの復旧監視を行い、復旧後に印刷を自動再開します。

返答メッセージの通知に失敗した場合、印刷を保留して処理を終了します。

・返答メッセージを通知せず自動リトライ

返答メッセージが通知できる状態でも常にメッセージの通知は行わず、復旧監視および自動再

開を行います。

・エラーの発生後、そのままオンラインに復帰した場合は続きから印刷を行い、FMPRnavi2で表示したメッ

セージで「操作」を行った場合は、指定したページから印刷します。

9 装置使用中メッセージを通知する

他のプリンタで使用中のため印刷できない場合、返答メッセージを通知してプリンタの復旧監視

を行い、復旧後に印刷を自動再開します。

「自動再開可能なエラー発生時」の設定が「返答メッセージを通知し自動リトライ」の場合のみ

選択できます。

・無効

他のプリンタで使用中のため印刷できない場合、返答メッセージが通知できる状態でもメッ

セージを通知しないで、復旧監視および自動再開を行います。

・有効

他のプリンタで使用中のため印刷できない場合、返答メッセージを通知してプリンタの復旧監

視を行い、復旧後に印刷を自動再開します。

返答メッセージの通知に失敗した場合、印刷を保留して処理を終了します。

10 メッセージ通知できない場合も自動リトライする

返答メッセージの通知に失敗した場合、印刷を保留せず、復旧監視および自動再開を行います。

「自動再開可能なエラー発生時」の設定が「返答メッセージを通知し自動リトライ」の場合のみ

選択できます。
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・無効

メッセージを通知できない場合は、印刷を保留して処理を終了します。

・有効

メッセージを通知できない場合でも印刷を保留せず、復旧監視および自動再開を行います。

11 復旧監視時間

プリンタを復旧監視する時間を設定します。

設定された監視時間を超えた場合、印刷を一時停止状態にして処理を終了します。

12 電源断、回線異常発生時
電源断、回線異常検出時の動作を設定します。

・返答メッセージからの指示に従う

返答メッセージを通知して、メッセージからの操作指示を待ちます。

返答メッセージの通知に失敗した場合、印刷を保留して処理を終了します。

・返答メッセージを通知し自動リトライ

返答メッセージを通知してプリンタの復旧監視を行い、復旧後に印刷を自動再開します。

返答メッセージの通知に失敗した場合、印刷を保留して処理を終了します。

・返答メッセージを通知せず自動リトライ

返答メッセージが通知できる状態でも常にメッセージの通知は行わず、復旧監視および自動再

開を行います。

13 メッセージ通知できない場合も自動リトライする
返答メッセージの通知に失敗した場合、印刷を保留せず、復旧監視および自動再開を行います。

「電源断、回線異常発生時」の設定が「返答メッセージを通知し自動リトライ」の場合のみ選択

できます。

・無効

メッセージを通知できない場合は、印刷を保留して処理を終了します。

・有効

メッセージを通知できない場合でも印刷を保留せず、復旧監視および自動再開を行います。

14 自動再開不可能なエラー発生時も自動リトライする
電源断、回線異常以外の自動再開が不可能なエラー（プリンタのハードエラーなど）を検出した

ときも、印刷を保留せず、復旧監視および自動再開を行います。

「電源断、回線異常発生時」の設定が「返答メッセージを通知し自動リトライ」の場合のみ選択

できます。

・無効

電源断、回線異常以外の自動再開が不可能なエラー（プリンタのハードエラーなど）を検出し

たときは、返答メッセージを通知して、メッセージからの操作指示を待ちます。

返答メッセージの通知に失敗した場合、印刷を保留して処理を終了します。

・有効

電源断、回線異常以外の自動再開が不可能なエラー（プリンタのハードエラーなど）を検出し

たときも、印刷を保留せず、復旧監視および自動再開を行います。

15 リトライ間隔
プリンタとの接続を試行する間隔を設定します。

接続に失敗すると、設定した時間後に、もう一度接続を試みます。試行する回数はリトライ回数

で設定します。
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16 リトライ回数
プリンタとの接続を試行する回数を指定します。

指定された回数を超えた場合、印刷を保留して処理を終了します。

17 標準に戻す
「詳細設定」ウィンドウの設定を初期値に戻します。

・指定のパソコンに印刷ログを保存するには、クラサバ連携サービスが必要です。クラサバ連携サービスに

ついては、「クラサバ連携サービス」（→ P.137）をご覧ください。

ヒント情報
プリンタドライバを設定するうえでのヒント（アドバイス）が表示されます。

「詳細」をクリックすると、詳細な情報を確認することができます。

ヒント情報には、次の 3種類があります。

レベル 通知領域表示内容 アイコン 内容

警告 警告があります。 このままの設定では、正しく印刷が行えないこと

を表しています。

ソフト 使用できない機能が

あります。

設定を変更したことにより、他の設定項目が使用

できなくなったり、他の設定項目が選択状態に

なったりしていることを表しています。

お知らせ お知らせがあります。 上記以外のお知らせを表示しています。
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2 印刷可能領域
プリンタドライバで使用できる用紙サイズおよび印刷範囲は、次のようになってい

ます。

用紙サイズ
（単位：mm）

用紙［注 1］
縦（ポートレート） 横（ランドスケープ）

用紙幅 用紙長 用紙幅 用紙長

A3 297.00 420.00 420.00 297.00

A4 210.00 297.00 297.00 210.00

A5 148.00 210.00 210.00 148.00

A6 105.00 148.00 148.00 105.00

A3ノビ 329.00 483.00 － －

A4ノビ 224.00 355.00 355.00 224.00

B4（JIS） 257.00 364.00 364.00 257.00

B5（JIS） 182.00 257.00 257.00 182.00

レター 215.90 279.40 279.40 215.90

リーガル 215.90 355.60 355.60 215.90

郵便はがき 100.00 148.00 148.00 100.00

往復はがき 200.00 148.00 148.00 200.00

封筒（長形 5号） － － 185.00 90.00

封筒（長形 4号） － － 205.00 90.00

封筒（長形 3号） － － 235.00 120.00

封筒（長形 2号） － － 277.00 119.00

封筒（角形 8号） － － 197.00 119.00

封筒（角形 7号） － － 205.00 142.00

封筒（角形 6号） － － 229.00 162.00

封筒（角形 5号） － － 240.00 190.00

封筒（角形 4号） － － 267.00 197.00

封筒（角形 3号） － － 277.00 216.00

封筒（角形 2号） － － 332.00 240.00

封筒（洋形 7号） － － 165.00 92.00

封筒（洋形 6号） － － 190.00 98.00

封筒（洋形 5号） － － 217.00 95.00

封筒（洋形 4号） － － 235.00 105.00

封筒（洋形 3号） － － 148.00 98.00
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注 1 プリンタドライバのバージョンによっては、連続帳票用紙名が異なる場合があります。

注 2 デフォルト値（mm）は、用紙幅が 55.00、用紙長が 25.40です。

ユーザー定義サイズ用紙について
・用紙幅はプリンタにセットできる用紙の最大幅（約 420.0mmまで）設定できますが、印刷可能範囲内（最

大 345.5mm）で使用してください。最大印刷可能範囲を超えると、正しく印刷されない場合があります。

封筒（洋形 2号） － － 162.00 114.00

封筒（洋形 1号） － － 176.00 120.00

封筒（US10） － － 239.00 105.00

封筒（German Type） － － 220.00 111.00

名刺 55.00 90.00 － －

10×11inch連続紙 254.00 279.40 － －

12×11inch連続紙 304.80 279.40 － －

15×11inch連続紙 381.00 279.40 － －

縦 1インチ（25.4mm）連続紙 381.00 25.40 － －

縦 2インチ（50.8mm）連続紙 381.00 50.80 － －

縦 3インチ（76.2mm）連続紙 381.00 76.20 － －

縦 3 1/3インチ（84.7mm）連続紙 381.00 84.67 － －

縦 3 2/3インチ（93.1mm）連続紙 381.00 93.14 － －

縦 4インチ（101.6mm）連続紙 381.00 101.60 － －

縦 4 1/3インチ（110.1mm）連続紙 381.00 110.06 － －

縦 4.5インチ（114.3mm）連続紙 381.00 114.30 － －

縦 4 2/3インチ（118.5mm）連続紙 381.00 118.53 － －

縦 5インチ（127.0mm）連続紙 381.00 127.00 － －

縦 5 1/3インチ（135.5mm）連続紙 381.00 135.46 － －

縦 5 2/3インチ（143.9mm）連続紙 381.00 143.93 － －

縦 6インチ（152.4mm）連続紙 381.00 152.40 － －

縦 7インチ（177.8mm）連続紙 381.00 177.80 － －

縦 8インチ（203.2mm）連続紙 381.00 203.20 － －

縦 9インチ（228.6mm）連続紙 381.00 228.60 － －

縦 10インチ（254.0mm）連続紙 381.00 254.00 － －

縦 10.5インチ（266.7mm）連続紙 381.00 266.70 － －

縦 11インチ（279.4mm）連続紙 381.00 279.40 － －

縦 12インチ（304.8mm）連続紙 381.00 304.80 － －

縦 13インチ（330.2mm）連続紙 381.00 330.20 － －

縦 14インチ（355.6mm）連続紙 381.00 355.60 － －

ユーザー定義サイズ［注 2］ 55.00～

420.00

25.40～

420.00

－ －

用紙［注 1］
縦（ポートレート） 横（ランドスケープ）

用紙幅 用紙長 用紙幅 用紙長
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・ユーザー定義サイズ用紙を使用する場合、Windowsの演算誤差により用紙送りの累積で印字ずれが発生す

る場合があります。

その場合は、ユーザー定義サイズ用紙の高さ（Windowsのバージョンによっては長さと表示されます）を

調整するか、複数ページを 1つの単位とした用紙を作成してください。

・ユーザー定義サイズ用紙の作成方法については、「ユーザー定義サイズ用紙の作成方法」（→ P.119）をご

覧ください。

印刷領域
（単位：mm）

注 1 上端余白は、「上端余白」で設定に従った値となります。

注 2「カスタム用紙余白」を有効にしたときは、ユーザー定義サイズ用紙の作成時に設定した余白になります。

（単位：mm）

給紙方法
余白（既定値）

上端 下端［注 2］

手差し ［注 1］ 4.23

前トラクタフィーダ 0.00

後トラクタフィーダ 0.00

カットシートフィーダフロント 4.23

カットシートフィーダリア 4.23

用紙
余白（既定値）

左端 右端

A3 5.08 5.08

A3横 37.32 37.32

A4、A4横 5.08 5.08

A5、A5横 5.08 5.08

A6、A6横 5.08 5.08

B4（JIS） 5.08 5.08

B4（JIS）横 5.08 13.48

B5（JIS）、B5（JIS）横 5.08 5.08

レター 5.08 5.08

リーガル 5.08 5.08

郵便はがき 5.08 5.08

往復はがき 5.08 5.08

封筒（長形 5号） 12.00 12.00

封筒（長形 4号） 12.00 12.00

封筒（長形 3号） 12.00 12.00

封筒（長形 2号） 12.00 12.00

封筒（角形 8号） 12.00 12.00

封筒（角形 7号） 12.00 12.00

封筒（角形 6号） 12.00 12.00
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封筒（角形 5号） 12.00 12.00

封筒（角形 4号） 12.00 12.00

封筒（角形 3号） 12.00 12.00

封筒（角形 2号） 12.00 12.00

封筒（洋形 7号） 12.00 12.00

封筒（洋形 6号） 12.00 12.00

封筒（洋形 5号） 12.00 12.00

封筒（洋形 4号） 12.00 12.00

封筒（洋形 3号） 12.00 12.00

封筒（洋形 2号） 12.00 12.00

封筒（洋形 1号） 12.00 12.00

封筒（US10） 12.00 12.00

封筒（German Type） 12.00 12.00

名刺 5.08 5.08

10×11inch連続紙 0.00 0.00

12×11inch連続紙 0.00 0.00

15×11inch連続紙 0.00 35.56

縦 1インチ（25.4mm）連続紙 0.00 35.56

縦 2インチ（50.8mm）連続紙 0.00 35.56

縦 3インチ（76.2mm）連続紙 0.00 35.56

縦 3 1/3インチ（84.7mm）連続紙 0.00 35.56

縦 3 2/3インチ（93.1mm）連続紙 0.00 35.56

縦 4インチ（101.6mm）連続紙 0.00 35.56

縦 4 1/3インチ（110.1mm）連続紙 0.00 35.56

縦 4.5インチ（114.3mm）連続紙 0.00 35.56

縦 4 2/3インチ（118.5mm）連続紙 0.00 35.56

縦 5インチ（127.0mm）連続紙 0.00 35.56

縦 5 1/3インチ（135.5mm）連続紙 0.00 35.56

縦 5 2/3インチ（143.9mm）連続紙 0.00 35.56

縦 6インチ（152.4mm）連続紙 0.00 35.56

縦 7インチ（177.8mm）連続紙 0.00 35.56

縦 8インチ（203.2mm）連続紙 0.00 35.56

縦 9インチ（228.6mm）連続紙 0.00 35.56

縦 10インチ（254.0mm）連続紙 0.00 35.56

縦 10.5インチ（266.7mm）連続紙 0.00 35.56

縦 11インチ（279.4mm）連続紙 0.00 35.56

縦 12インチ（304.8mm）連続紙 0.00 35.56

用紙
余白（既定値）

左端 右端
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・給紙方法によって上端、下端余白が異なります。

・プリンタドライバのバージョンによっては、連続帳票用紙名が異なる場合があります。

・封筒を使用する場合の余白量については、『ハードウェアガイド』の「日常の操作」－「用紙について」

に記載している用紙規格に合わせて調整してください。

・「縦 1インチ（25.4mm）連続紙」～「縦 14インチ（355.6mm）連続紙」の連続紙については、用紙幅を

すべて 15inchに規定してあります。使用する場合には 『ハードウェアガイド』の「日常の操作」－「用

紙について」に記載している用紙規格をご覧いただき、規格範囲内で右端余白を設定してください。また、

これらの連続紙を使用する場合、アプリケーションによりヘッダー、フッターの位置がずれる場合があり

ます。この場合、アプリケーションでヘッダー、フッターの位置を調節して印刷してください。

縦 13インチ（330.2mm）連続紙 0.00 35.56

縦 14インチ（355.6mm）連続紙 0.00 35.56

ユーザー定義サイズ 5.08 5.08

用紙
余白（既定値）

左端 右端
第 4章　プリンタドライバの機能と利用方法



3 ユーザー定義サイズ用紙の作成方法
ここでは、ユーザー定義サイズ用紙を作成する方法について説明します。

・ご使用の Windows の種類によっては、作成手順や表示内容が異なる場合があります。そのときは、表示

内容に従って作成してください。

1 コントロールパネルでプリンタフォルダーを表示します。
詳しくは、「コントロールパネルでプリンタアイコンを表示する方法」（→ P.8）をご覧くだ

さい。

2 プリンタアイコンをクリックし、「プリントサーバープロパティ」をクリッ
クします。

3 「用紙設定の変更」ボタンが表示されている場合は、「用紙設定の変更」ク
リックします。

「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示されたら、「はい」をクリックします。
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4 「新しい用紙を作成する」にチェックを付けます。

「用紙の説明」や「用紙サイズ」のグレーアウトが解除されます。

5 「用紙名」に作成する用紙名を入力します。
ここでは、「FMPRユーザー定義」という名前の用紙を作成します。

用紙名は、ユニークな名前を付けることができます。
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6 「単位」の「ヤードポンド方法」を選択し、用紙サイズの幅と高さを入力
します。
ここでは、幅 11インチ、高さ 11インチの用紙を作成します。

・プリンタドライバの規定値による余白量の違いで印字位置がずれるときは、用紙サイズの

幅と高さの入力に合わせ、余白（上下左右）を入力します。

「プリンターのプロパティ」で作成した用紙を選択し、「カスタム用紙余白」を「有効」に

してください。

・作成可能な用紙幅、高さについては、『ハードウェアガイド』の「日常の操作」－「用

紙について」をご覧ください。

7 「用紙の保存」をクリックします。

「用紙名」に入力した用紙名が、「用紙」に追加されます。

8 「閉じる」をクリックし、「プリントサーバーのプロパティ」ウィンドウを
閉じます。
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9 インストールされているプリンタドライバのアイコンを右クリックし、
「プリンターのプロパティ」をクリックします。

10 「デバイスの設定」タブをクリックし、使用する給紙口に作成した用紙サ
イズを設定します。

11 インストールされているプリンタドライバアイコンを右クリックし、「印
刷設定」→「詳細設定」の順にクリックします。
「用紙サイズ」に、作成した「FMPRユーザー定義」という用紙が一覧にあることを確認し

てください。
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・作成したユーザー定義サイズ用紙が設定可能範囲外のときは、「用紙サイズ」に表示され

ません。

再度、「プリントサーバーのプロパティ」を表示して、作成したユーザー定義サイズ用紙

の幅または高さを変更するか、新しい用紙を作成してください。

・3ページで用紙長が 10、11、13、14、16、または 17インチになる特殊な連続帳票用紙は、

ユーザー定義サイズで設定すると誤差が発生して印字ずれとなる場合があります。ドライ

バで指定できる用紙サイズ（3ページで用紙長が 13インチの場合は「縦 4 1/3inch連続紙」）

を設定してください。

・連続帳票の用紙長はできるだけインチ単位で設定してください。

例えば用紙長 4.5インチの連続帳票用紙において 11.4cmを用紙の高さに設定すると、プ

リンタのドットピッチ（1/180インチ）に従いドットに変換され、807ドット（Windows

では少数点以下第 1位切り捨て）となるため、4.5インチの 810ドットとは合わなくなり

ます。
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4 プリンタドライバのバージョンを確
認する

プリンタドライバのバージョン確認

1 コントロールパネルでプリンタアイコンを表示します。
詳しくは、「コントロールパネルでプリンタアイコンを表示する方法」（→ P.8）をご覧くだ

さい。

2 「FUJITSU FMPR5630プリンタ」アイコンを右クリックし、「プリンター
のプロパティ」をクリックします。

3 「デバイスの設定」タブをクリックします。
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4 「FUJITSU FMPR5630デバイスの設定」を右クリックし、「バージョン情
報」をクリックします。

バージョン情報が表示されます。

FMPRnavi2のバージョン確認
「FMPRnavi2」のバージョンは、「プリンターのプロパティ」の「FMPRnavi2」タブから確

認できます。詳しくは、「「FMPRnavi2」タブ［注 2］」（→ P.107）をご覧ください。

1 コントロールパネルでプリンタアイコンを表示します。
詳しくは、「コントロールパネルでプリンタアイコンを表示する方法」（→ P.8）をご覧くだ

さい。

2 バージョンを確認したいプリンタアイコンを右クリックし、「プリンター
のプロパティ」をクリックします。
「プリンタのプロパティ」ウィンドウが表示されます。

3 「FMPRnavi2」タブの「バージョン」をクリックします。
「FMPRnavi2」のバージョンが表示されます。
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Memo



第 5章 印刷ログの確認
この章では、印刷の履歴を管理するログ機能とクラサバ連携

サービスについて説明します。
1 印刷ログ機能 （印刷ログビューア） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 128

2 クラサバ連携サービス . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 137
127
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1 印刷ログ機能 （印刷ログビューア）
印刷ログは、印刷時の最後の状態を記録したものです。

「印刷ログビューア」を使用することで、印刷が終了してから時間が経過していて

も、自分の印刷物がいつ、どこに印刷されたかを確認できます。

・「印刷ログビューア」は、「FMPRnavi2」をインストールすると、「スタート」メニューに登録されます。

・「印刷ログビューア」は、「FMPRnavi2」を削除すると、いっしょに削除されます。ログファイルは削除さ

れません。

・印刷ログは、各メッセージ（ステータス表示、印刷完了通知）の表示先にバイナリファイル形式で格納さ

れます。

・パソコン 1台につき、印刷ログファイルは 1個となります（「FMPRnavi2」と関連付けしているプリンタ

が複数ある場合は、複数のプリンタのログが 1 ファイルに格納されます）。

印刷ログビューアでできること
「印刷ログビューア」では、次のことができます。

■ログの表示
お使いのパソコンから実行した印刷について、終了状態を確認できます。

■ログの情報表示
印刷ログごとに詳細を確認できます。

印刷を行ったユーザーや印刷枚数などの情報に加えて、印刷時の詳細設定や、セキュリティ

に関する設定の有無などを確認できます。印刷のコスト計算や、印刷時のセキュリティ設定

の徹底などに、ログを活用できます。

■ログの CSVファイルへの出力
採取したログを CSVファイルとして出力できます。

印刷ログビューアを起動するには

1 次の操作を行います。
■Windows 11の場合

1. →「すべてのアプリ」→「FUJITSU Printer Utility」→「FMPRnavi2印刷ログビュー

ア」の順にクリックします。

■Windows Server 2022/Windows Server 2019/Windows Server 2016/Windows 10の場合

1. →「FUJITSU Printer Utility」→「FMPRnavi2印刷ログビューア」の順にクリック

します。
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■Windows 8.1/Windows Server 2012 R2の場合

1. スタート画面左下の をクリックします。

2.「FUJITSU Printer Utility」の「FMPRnavi2印刷ログビューア」をクリックします。

■Windows Server 2012（R2 以外）の場合

1. スタート画面の何もないところで右クリックし、画面右下の「すべてのアプリ」をク

リックします。

2.「FUJITSU Printer Utility」の「FMPRnavi2印刷ログビューア」をクリックします。

「FMPRnavi2印刷ログビューア」ウィンドウが表示されます。

印刷ログ一覧の見かた
「印刷ログビューア」の初期設定では、一部の項目のみが表示されます。確認したい項目が

表示されていない場合は、「表示項目の設定」（→ P.131）を行ってください。

1 分類
印刷終了時の状態が、アイコンと共に表示されます。表示内容は次のとおりです。

2 日時

ログが採取された日時が表示されます。

3 文書名
印刷を行った文書名が表示されます。

4 ユーザー名

印刷を行ったユーザー名が表示されます。

アイコン 名称 説明

印刷開始 印刷が開始したことを表しています。

印刷終了 正常に印刷が完了しました。

保留 印刷が保留されたことを表しています。

印刷削除 印刷が削除されたことを表しています。

エラー 現在、プリンタにエラーが発生しています。

用紙交換、テストプリン

ト完了など

印刷時のエラー以外のプリンタの情報が表示されます。
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5 印刷完了ページ
印刷が完了したページ数が表示されます。

6 部数

印刷部数が表示されます。

7 モノクロ印刷ページ
モノクロで印刷したページ数が表示されます。

8 印刷完了枚数

印刷完了枚数が表示されます。

9 プリンタ名
印刷先のプリンタ名が表示されます。

10 印刷要求元

印刷を行ったパソコン名が表示されます。

・印刷ログを採取しない場合は、「詳細設定」ウィンドウの「印刷ログを残す」のチェックを外してください。

「詳細設定」ウィンドウは、「プリンターのプロパティ」ウィンドウの「FMPRnavi2」タブの「詳細設定」

をクリックすると表示されます。

・印刷中にプリンタの電源を切ると、記録される印刷ページ数は、実際の印刷ページ数と合わない場合があ

ります。

・印刷完了枚数が不確定の場合、総印刷枚数は空白となります。

・「FMPRnavi2 印刷ログ一覧」ウィンドウに表示する項目は、「表示項目の設定」（→ P.131）で設定できま

す。また、表示項目を右クリックして表示されるメニューからも設定できます。

・表示項目をドラッグすると、表示順を変更できます。
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印刷ログ一覧の操作
「印刷ログビューア」のメニューバーから、次の操作を行えます。

■「操作」 メニュー

1 表示項目の設定
「表示項目の設定」ウィンドウが表示されます。このウィンドウでは、「FMPRnavi2 印刷ログ一

覧」ウィンドウの表示項目を選択できます。ただし、「分類」「プリンタ名」「日時」は、非表示

への変更はできません。

2 ログ情報表示
一覧で印刷ログを選択し、「ログ情報表示」を選択すると、「FMPRnavi2印刷ログ情報」ウィンド

ウが表示されます。「FMPRnavi2印刷ログ情報」では、印刷ログの詳細を確認できます（→ P.134）。

1

3

4

5

6

7

2
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3 CSVファイル出力
「CSVファイル出力」ウィンドウが表示されます。設定を行って「CSV出力」をクリックすると、

「印刷ログビューア」に現在読み込まれている情報を、CSVファイルとして出力できます。

4 最新の情報に更新
印刷ログの一覧を最新の状態に更新します。なお、印刷ログは 15秒ごとに自動的に更新されます。

5 すべてのログを消去
すべての印刷ログを初期化します。

No. 項目 説明

1 CSVファイルの出力先 CSVファイルの出力先を指定します。

2 CSVヘッダー情報 CSVファイルのヘッダー行として出力する情報を指定します。

・バージョン情報を出力する

印刷ログの版数を出力します。

・各列の型情報を出力する

印刷ログデータの型（文字列、数値）をデータ名ごとに出力

します。

・各列のデータ IDを出力する

データを分類するための、ID（数値）を出力します。

・各列のデータ名称を出力する

データを分類するための、データ名（項目名）を出力します。

3 CSVデータ ログデータに含まれるすべての内容を出力するか、

「FMPRnavi2印刷ログ一覧」ウィンドウに表示されている項目

のみを出力するかを選択します。

1

3

2
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6 環境設定
「FMPRnavi2 印刷ログ環境設定」ウィンドウが表示されます。このウィンドウでは、最大ログサ

イズとログのファイル名を指定できます。

・最大ログサイズ（初期値：15MB）

ログファイルの最大サイズを、1～ 50MBの範囲で指定します。

・フォルダ名

ログファイルの格納先です。変更はできません。

・ファイル名

ログファイル名を指定します。

・ログファイルのサイズが最大ログサイズを超える場合、古いログから削除されます。

・環境設定は、管理者権限でサインインしてから行ってください。管理者権限以外でサイン

インした場合はグレーアウトされます。

7 閉じる
「FMPRnavi2印刷ログ一覧」ウィンドウを閉じ、「印刷ログビューア」を終了します。

■「ヘルプ」 メニュー

1 目次
ヘルプが表示されます。

2 バージョン情報
「印刷ログビューア」のバージョン情報が表示されます。

1

2
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印刷ログ情報表示
「FMPRnavi2 印刷ログ一覧」ウィンドウで選択中のログの詳細を表示することができます。

ログの詳細を表示するときは、「FMPRnavi2印刷ログ情報」ウィンドウを表示します。

「FMPRnavi2印刷ログ情報」ウィンドウは、次のいずれかの操作で表示されます。

・「FMPRnavi2印刷ログ一覧」ウィンドウで、情報を表示したいログをダブルクリックする

・「FMPRnavi2印刷ログ一覧」ウィンドウのメニューバーで「操作」→「ログ情報表示」の

順にクリックする

「FMPRnavi2印刷ログ情報」ウィンドウを閉じるには、「OK」をクリックします。

1 日時

ログが採取された日時が表示されます。

2 アイコン
プリンタの状態を示すアイコンが表示されます。アイコンの種類と意味については、「分類」（→

P.129）の表をご覧ください。

3 プリンタ名
印刷先のプリンタ名が表示されます。

4 分類
ログの分類が表示されます。次の種類があります。

印刷開始／印刷終了／保留／印刷削除／エラー／用紙交換、テストプリント完了など

5 発生日時
エラーが発生した日時が表示されます。

6 解除日時

エラーを解除した日時が表示されます。

8

9

10～ 12

1

2

3

4

5

6

7
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7 解除要因
エラーを解除した要因（方法）が表示されます。

8 ログ切り替え

他の印刷ログの詳細情報を表示したいときに使用します。「↑」をクリックすると 1 つ前に発生

したログ情報が、「↓」をクリックすると 1つ後に発生したログ情報が表示されます。

9 メッセージ
エラーメッセージが表示されます。

10 印刷要求元情報
・文書名

印刷を行った文書名が表示されます。

・ユーザー名

印刷を行ったユーザー名が表示されます。

・印刷要求元

印刷を行ったパソコン名が表示されます。

11 出力先情報

・印刷完了ページ

印刷が完了したページ数が表示されます。

・部数

印刷部数が表示されます。

・モノクロ印刷ページ

モノクロで印刷したページ数が表示されます。

・印刷完了枚数

印刷完了枚数が表示されます。

・ジョブ ID

Windowsが割り当てた「ジョブ ID」が表示されます。

12 印刷設定情報

・出力用紙サイズ

印刷した用紙のサイズが表されます。文書の途中で用紙サイズが変わっている場合は、ジョブ

の先頭ページの用紙サイズが表示されます。

・N-up

N-upの設定が表示されます。

・ヘッダー /フッター

ヘッダー／フッターの使用有無が「する」「しない」で表示されます。

FMPR5630/FMPR5430/FMPR5130では未サポートのため、「しない」と表示されます。

・ヘッダー /フッター出力種別

ヘッダー／フッターに印刷する内容が表示されます。ヘッダー／フッターを印刷しない場合

は、「空欄」になります。

次の印字内容を複数設定した場合、印刷ログ一覧には印字内容を「／（スラッシュ）」で区切っ

て表示されます。

表示される印字内容 意味

AC 印刷するパソコンにサインインしているユーザー名

PC 印刷するパソコン名

IP 印刷するパソコンの IPアドレス
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・スタンプ名

スタンプ名称が表示されます。FMPR5630/FMPR5430/FMPR5130 では、未サポートのため「な

し」と表示されます。

・印刷中にプリンタの電源を切ると、記録される印刷完了ページ、モノクロ印刷ページは、実際の印刷枚数

と合わない場合があります。

MAC 印刷するパソコンのMACアドレス

日付 印刷日付

時間 印刷時刻

文書 印刷するデータのファイル名

ページ 印刷するデータのページ番号

PRN 印刷するプリンタ名

表示される印字内容 意味
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2 クラサバ連携サービス
クラサバ連携サービスとは、ネットワーク上の他のコンピュータへ、返答メッセー

ジや通知メッセージを表示する機能です。

クラサバ連携サービスでできること
クラサバ連携サービスでは、次のことができます。

・返答メッセージの表示

「FMPRnavi2」タブの返答メッセージで設定された表示先（→ P.107）に、印刷中のエラー、テスト

プリント完了、用紙交換などのメッセージを表示します。

・通知メッセージの表示

「FMPRnavi2」タブの通知メッセージで設定された表示先（→ P.108）に、プリンタの停止、印字開

始、印字完了、用紙交換などのメッセージを表示します。

・ログの保存

「FMPRnavi2」タブの「詳細設定」ウィンドウで、「他のコンピュータに印刷ログを残す」（→ P.110）

で設定したネットワークの他のコンピュータに、ログを保存します。

クラサバ連携サービスを開始する

1 「FMPRnavi2クラサバ連携サービスの設定」を起動します。
■Windows 11の場合

1. →「すべてのアプリ」→「FUJITSU Printer Utility」→「FMPRnavi2 クラサバ連携

サービスの設定」の順にクリックします。

■Windows Server 2022/Windows Server 2019/Windows Server 2016/Windows 10の場合

1. →「FUJITSU Printer Utility」→「FMPRnavi2 クラサバ連携サービスの設定」の順

にクリックします。

■Windows 8.1/Windows Server 2012 R2の場合

1. スタート画面左下の をクリックします。

2.「FUJITSU Printer Utility」の「FMPRnavi2 クラサバ連携サービスの設定」をクリック

します。

■Windows Server 2012（R2 以外）の場合

1. スタート画面の何もないところで右クリックし、画面右下の「すべてのアプリ」をク

リックします。

2.「FUJITSU Printer Utility」の「FMPRnavi2 クラサバ連携サービスの設定」をクリック

します。
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2 「開始」をクリックします。

「サービスの状態」が「開始」になります。

・クラサバ連携サービスが、ファイアウォールの例外に登録されていない場合、次のメッ

セージが表示されます。

「はい」をクリックして、クラサバ連携サービスをファイアウォールの例外に登録してく

ださい。

3 「閉じる」をクリックします。
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「FMPRnavi2クラサバ連携サービスの設定」 ウィンドウ

1 サービス名
クラサバ連携サービスのサービス名が表示されます。

2 サービスのバージョン
FMPRnavi2のバージョンが表示されます。

3 サービスの状態
クラサバ連携サービスの状態（開始／停止）が表示されます。

4 開始
クラサバ連携サービスを開始するときにクリックします。サービスが開始状態の場合は、本ボタ

ンは無効になります。

5 停止

クラサバ連携サービスを停止するときにクリックします。サービスが停止状態の場合は、本ボタ

ンは無効になります。

1

3

4

5

2
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第 6章 プリンタを設定するための
ソフトウェア

この章では、プリンタの設定をパソコンから行うためのソフト

ウェアである FMPRリモートパネルについて説明します。
1 FMPRリモートパネル  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 142
141



142
1 FMPRリモートパネル

FMPRリモートパネルをインストールする
「FMPRリモートパネルをインストールする」（→ P.31）をご覧ください。

FMPRリモートパネルの機能
ここでは、FMPRリモートパネルの機能について説明します。

FMPR リモートパネルは、通常はプリンタのオペレータパネルの操作により行う機能設定

を、パソコンの画面から行うことができるユーティリティです。

・FMPRリモートパネルを使用する場合は、お使いのプリンタのプリンタドライバが事前にインストールさ

れている必要があります。

・エミュレーションモードやインターフェースの設定などの一部の設定は、FMPRリモートパネルから行う

ことはできません。一部の項目の設定は、プリンタのオフラインセットアップをお使いください。オフラ

インセットアップの方法は、『ハードウェアガイド』の「オペレータパネルの操作」－「操作方法」－

「機能設定を変える」をご覧ください。

FMPRリモートパネルを起動する

1 次の操作を行います。
■Windows 11の場合

1. →「すべてのアプリ」→「FMPR5X30ユーティリティ」→「FMPR5X30リモート

パネル」の順にクリックします。

■Windows Server 2022/Windows Server 2019/Windows Server 2016/Windows 10の場合

1. →「FMPR5X30ユーティリティ」→「FMPR5X30リモートパネル」の順にクリッ

クします。

■Windows 8.1/Windows Server 2012 R2の場合

1. スタート画面左下の をクリックします。

2.「FMPR5X30ユーティリティ」の「FMPR5X30リモートパネル」をクリックします。

■Windows Server 2012（R2 以外）の場合

1. スタート画面の何もないところで右クリックし、画面右下の「すべてのアプリ」をク

リックします。

2.「FMPR5X30ユーティリティ」の「FMPR5X30リモートパネル」をクリックします。
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2 「プリンタ」を選択し、「OK」をクリックします。

「FMPRリモートパネル」ウィンドウが表示されます。

・FMPRリモートパネルは、パラレル、USB、または LAN（オプションの FMPR-LN4使用時）

接続時に使用してください。

・FMPRリモートパネルをお使いになる場合は、プリンタドライバの双方向通信機能を有効

に設定してください。

・次の環境では FMPRリモートパネルを使用できません。

・プリンタドライバのポート設定が、パラレル、USB、LAN（オプションの FMPR-LN4使

用時）以外の場合

・パラレル→ USBなど変換ケーブルで接続している場合

・プリンタドライバの双方向通信機能が無効になっている場合
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・FMPRリモートパネルがご使用いただけないプリンタには、警告マークが付加されて表示

されます。

警告マークの付いていないプリンタを選択してください。

・FMPRリモートパネル起動時に、実際に接続されているプリンタが選択したプリンタ機種

と異なっている場合には、次のメッセージが表示されます。「OK」をクリックして、再度

接続されているプリンタを選択してください。

・LANインターフェース（オプションの FMPR-LN4使用時）で使用するときは、FMPR 

TCP/IP Portでデフォルトのポート名（FMPR_xxx.xxx.xxx.xxx）としてください。

「xxx.xxx.xxx.xxx」には IPアドレスが入ります。

デフォルトのポート名以外に設定されている場合や Windows 標準の Standard TCP/IP

ポート、Windows標準の LPRポート、または未対応のネットワークポートでは動作しま

せん。

・FMPRリモートパネルは、ソフトウェアの起動時に、プリンタから機能設定情報を読み込

みます。プリンタからの情報読み込みに失敗すると、次のようなメッセージが表示されま

す。

FMPRリモートパネルの使用を中止する場合は「中止」をクリックしてください。

プリンタからの情報読み込みをやり直す場合は「再試行」をクリックしてください。

プリンタからの情報を読み込まないで FMPR リモートパネルを起動する場合は「無視」

をクリックしてください。

・接続ポートが異なるときは、次のメッセージが表示されます。「OK」をクリックして、接

続を確認してください。
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・USBインターフェースで接続しているとき、プリンタの電源が入っていないか、プリンタ

フォルダーのプリンタドライバがオフライン状態のときは、次のメッセージが表示されま

す。「OK」をクリックして、接続を確認してください。

・LANインターフェース（オプションの FMPR-LN4使用時）のとき、プリンタの電源が入っ

ていないか、接続されていないときは、次のメッセージが表示されます。「OK」をクリッ

クして、接続を確認してください。

メニューの説明
■「ファイル」 メニュー

1 設定ファイルの読み込み
ディスクに保存されている設定値ファイルを読み込み、「FMPR リモートパネル」ウィンドウの

各項目の設定値表示を設定値ファイルの内容に更新します。

ファイル名に設定ファイル名を指定して、「開く」をクリックしてください。

2 設定ファイルの保存
「FMPR リモートパネル」ウィンドウの各項目の設定値表示内容を、設定値ファイルとしてディ

スクに保存します。

ファイル名に設定ファイル名を指定して、「保存」をクリックしてください。

3 設定一覧印字
設定内容の一覧印刷を行います。

1

3

4

2

1  FMPRリモートパネル 145



146
4 終了
「FMPRリモートパネル」ウィンドウを終了します。

■「設定」 メニュー

1 プリンタの設定を読み込む

プリンタから設定値を読み込み、「FMPR リモートパネル」ウィンドウの各項目の設定値表示を

プリンタの設定値に合わせます。

2 設定内容の確定

「FMPRリモートパネル」ウィンドウで設定した内容をプリンタに送信します。

3 初期値に戻す
「FMPR リモートパネル」ウィンドウの設定値表示をご購入時の値に戻します。また、プリンタ

の設定を初期値にします。

■「ヘルプ」 メニュー

1 ヘルプ
「FMPRリモートパネル」ウィンドウのヘルプを起動します。

2 バージョン
「FMPRリモートパネル」ウィンドウのソフトウェアのバージョンを表示します。

ボタンの説明
・「読込」

「設定」メニューの「プリンタの設定を読み込む」と同じ機能です。

・「確定」

「設定」メニューの「設定内容の確定」と同じ機能です。

・「初期化」

「設定」メニューの「初期値に戻す」と同じ機能です。

・「終了」

「FMPRリモートパネル」ウィンドウを終了します。

1

3

2

1

2
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タブの説明
■「装置機能設定」 タブ
オートローディング（用紙吸入開始時間）や印字方向など、プリンタ機能に関する共通項目

の設定を行います。各設定項目については、『ハードウェアガイド』の「オペレータパネル

の操作」－「操作方法」－「機能設定の種類」－「装置機能設定」をご覧ください。
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■「余白量設定」 タブ
余白量に関する項目の設定を行います。各設定項目については、『ハードウェアガイド』の

「オペレータパネルの操作」－「操作方法」－「機能設定の種類」－「余白量設定」をご覧

ください。

■「EP設定」 タブ
EP モード（ESC/P エミュレーション）の設定を行います。各設定項目については、『ハー

ドウェアガイド』の「オペレータパネルの操作」－「操作方法」－「機能設定の種類」－

「EP設定」をご覧ください。
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■「補正機能」 タブ
改行補正量、上端余白量補正、および下端余白量補正の設定を行います。各設定項目につい

ては、『ハードウェアガイド』の「オペレータパネルの操作」－「操作方法」－「機能設定

の種類」－「補正機能」をご覧ください。

■「その他の設定」 タブ
プリンタの制御方法に関する項目の設定を行います。各設定項目については、『ハードウェ

アガイド』の「オペレータパネルの操作」－「操作方法」－「機能設定の種類」－「その他

の設定」をご覧ください。
1  FMPRリモートパネル 149



150
Memo



第 7章 印刷関連のソフトウェア
この章では、FMPRnavi2 および Web ブラウザによる設定方法

について説明します。
1 FMPRnavi2 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 152

2 Webブラウザによる設定  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 160
151
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1 FMPRnavi2

FMPRnavi2をインストールする
「FMPRnavi2をインストールする」（→ P.37）をご覧ください。

FMPRnavi2の機能
ここでは、FMPRnavi2の機能について説明します。

FMPRnavi2は、プリンタの印刷状態やエラーの発生状況、印刷ジョブの状態（ステータス）

を監視し、エラー発生時には印刷ジョブを操作することができるユーティリティです。

ここでの説明では、FMPR5630を使用した場合の画面となっています。FMPR5430/FMPR5130

を使用される場合には、お使いのプリンタに読み替えてください。

プリンタがエラーになったとき、表示されるメッセージおよび処置は、『ハードウェアガイ

ド』の「こんなときには」－「メッセージ一覧」をご覧ください。

プリンタの状態を確認する
FMPRnavi2 を使うと、プリンタの印刷中のジョブの状態や、プリンタ側で発生したエラー

の状態を確認して、パソコンで見ることができるようになります。

FMPRnavi2 は、印刷が実行されるとプリンタの状態確認を開始します。プリンタでエラー

が発生するとエラーの内容と対処方法を、印刷が完了するとその結果を、パソコンの画面に

ポップアップ表示します。

「FMPRnavi2」によるエラー情報をポップアップするための設定については、「「FMPRnavi2」タ

ブ［注 2］」（→ P.107）をご覧ください。
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■FMPRnavi2のステータス表示の種類
FMPRnavi2 のステータス表示の種類には、ポップアップ表示と最小化表示の 2 つがありま

す。どちらの表示も、印刷が終了すると自動的に終了します。

・ポップアップ表示

画面上にウィンドウが表示されます。

・最小化表示

画面右下の通知領域にアイコンが表示されます。

通知領域に表示される各アイコンの意味は、次のとおりです。

印刷の終了を通知する
印刷終了時に、印刷が終了したことを知らせるメッセージを表示させる、させないを指定し

ます。表示させたい場合は、「「FMPRnavi2」タブ［注 2］」（→ P.107）の「印刷完了を通知

する」を に設定します。

アイコン 説明

印刷中です。

プリンタは次のいずれかの状態です。

印刷準備中、印刷待ち、印刷再開準備中

プリンタがエラー状態です。

警告の状態を示します。

プリンタとの通信に異常が起きた状態です。

消耗品の交換時期が近づいた状態です。
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■印刷終了のメッセージ例

・印刷終了通知は、印刷が正常に終了した場合のみ通知されます。エラーなどによって印刷が打ち切られた

場合は通知されません。

印刷ジョブを操作する
■印刷ジョブの続行
印刷中にエラーが発生した場合に、パソコンから印刷ジョブを続行することができます。た

だし、プリンタ側でまだエラー要因が解除されていない場合には、再び同じエラーが表示さ

れます。

1 メッセージウィンドウの「続行」をクリックします。
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■印刷ジョブの操作
エラー発生時などに、印刷ジョブを操作してエラーを解除した場合に、印刷を再開するペー

ジ番号を指定したり、1枚だけ試し印刷（テストプリント）を行ったりすることができます。

1 メッセージウィンドウの「操作」をクリックします。

2 「操作」ウィンドウで、印刷ジョブの操作を行います。

・「ページ情報」

エラーを解除した後で、指定したページから印刷を再開したい場合に、再開するページ

を相対値または絶対値で指定します。どちらかを変更すると連動して、他方の表示も変

わります。

・「続行」

再開ページ番号を指定した後で、印刷を続行する場合にクリックします。

・「削除」

印刷ジョブを削除する場合にクリックします。

・「保留」

印刷ジョブを保留（一時停止）する場合にクリックします。

・「テストプリント」

エラー再開時に、1ページだけ試し印刷（テストプリント）を行う場合にクリックします。

テストプリント完了後は、印刷を一時停止します。テストプリント印字内容に問題がなけ

れば、「続行」をクリックして印刷を続行します。
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・「操作取消」

印刷ジョブの操作は行わずに、元のメッセージウィンドウに戻りたい場合にクリックしま

す。

■印刷の中止
「FMPRnavi2」を使うと、印刷開始後にパソコンから印刷を中止できます。

「FMPRnavi2」タブ画面で、「メッセージウィンドウをポップアップ表示する」を に設定

している場合は、印刷中に表示されるメッセージウィンドウから中止操作を行います。

1 メッセージウィンドウの「削除」をクリックします。

・「FMPRnavi2」タブ画面で、「メッセージウィンドウをポップアップ表示する」を に設

定している場合は、画面右下の通知領域にある （プリンタアイコン）をダブルクリッ

クします。

メッセージウィンドウが表示されます。

FMPR TCP/IP Portを追加する
LAN環境で FMPR Navi2を使用するためには、パソコンに FMPR TCP/IP Portを追加する必

要があります。

FMPR TCP/IP Portを追加する方法としては、次の 3つの方法があります。

・方法 1：FMPR-LN4の IPアドレス設定に続けて、FMPR TCP/IP Portを追加する場合

プリンタ LAN 設定ツールの「設定完了しました」という画面で、「続けて、TCP/IP ポートの追加

を行います。」と表示されたら、「次へ」をクリックします。

・方法 2：プリンタ LAN設定ツールを起動する場合

- Windows 11の場合

1. →「すべてのアプリ」→「FMPR5X30ユーティリティ」→「プリンタ LAN設定ツール」

の順にクリックします。

- Windows Server 2022/Windows Server 2019/Windows Server 2016/Windows 10の場合

1. →「FMPR5X30ユーティリティ」→「プリンタ LAN設定ツール」の順にクリックします。
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- Windows 8.1/Windows Server 2012 R2の場合

1. スタート画面左下の をクリックします。

2.「FMPR5X30ユーティリティ」の「プリンタ LAN設定ツール」をクリックします。

- Windows Server 2012（R2 以外）の場合

1. スタート画面の何もないところで右クリックし、画面右下の「すべてのアプリ」をクリック

します。

2.「FMPR5X30ユーティリティ」の「プリンタ LAN設定ツール」をクリックします。

・方法 3：「プリンターのプロパティ」を表示し、ポートタブで「ポートの追加」をクリッ

クし、利用可能なポートの種類として「FMPR TCP/IP Port」を選択して、「新しいポー

ト」をクリックする場合

上記 3つの方法のうち、いずれか 1つを行うと、プリンタ LAN設定ツールが起動します。

その後は、次のプリンタ LAN設定ツールの手順に従って、FMPR TCP/IP Portを追加します。

1 「プリンタ専用 TCP/IPポートのみ追加する」にチェックを付けて、「次
へ」をクリックします。

2 「はい」をクリックします。
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3 「プリンタ検索」をクリックします。
複数プリンタが検索された場合は、選択画面が表示されますので、プリンタ専用 TCP/IP

ポートを作成する IPアドレスを選択します。

4 「次へ」をクリックします。
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5 設定内容を確認し、「実行」をクリックします。

・設定内容に誤りがあった場合や IPアドレスを変更する場合は、「戻る」をクリックし、設

定し直してください。

6 「完了」をクリックします。
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2 Webブラウザによる設定

Webブラウザによる設定の機能
LANカードは HTTPプロトコルを搭載していますので、Webブラウザを利用して LANカー

ドの詳細な設定および設定内容の変更を行うことができます。また、リモートでの再起動や

E-Mail 機能の設定、プリンタステータスモニタなどの便利な機能をご利用いただくことが

できます。

・Webブラウザを利用する場合、LANカードの TCP/IPプロトコル設定が有効であり、IPアドレスが設定さ

れている必要があります。

・Webブラウザは、Internet Explorer 6.0以降のバージョンをお勧めします。また、ご利用になるWebブラ

ウザによって多少表示が異なる場合があります。

・LANカードの機種によっては、Webブラウザに表示される内容が異なります。

・Webブラウザで設定を変更した場合は、必ず「プリントサーバ再起動」を実行してください。
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LANカードのWebページを表示する

WebブラウザからWebページを表示する

1 LANカードに設定された IPアドレスをWebブラウザに入力します。
例：http://192.168.0.252

IPv6環境の IPアドレスを入力する場合は、IPアドレスを []（括弧）で囲んでください。

例：http://[IPv6環境アドレス ]
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LANカードのWebページから設定する
Web ブラウザに表示されている設定項目から設定したい項目をクリックすると、設定 Web

画面が表示されます。必要な項目に設定値を入力してください。

・LANカードのWebページメニュー構成

項目 設定内容

ステータス表示 プリンタステータス プリンタステータスを表示します。

システムステータス システムステータスを表示します。

設定の変更 プリントサーバ機能 LANカードの各種設定をします。

E-Mail送信機能 E-Mail送信機能の設定をします。

プリントサーバ再起動 LANカードを再起動します。

工場出荷時設定 LANカードの設定を初期値に戻します。
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・設定変更の項目へ移るときに、ユーザ名を入力する画面が表示された場合は、「root」を入力してくださ

い。パスワードの初期値は空白です。

・設定更新により設定を更新した場合は、「設定の変更」の「プリントサーバ再起動」を行い、LAN カード

の再起動を行ってください。

Webブラウザ設定項目

プリントサーバ機能
■General

ネットワークの一般的な設定を行います。

■TCP/IP

IPアドレスなど、TCP/IPプロトコルを使用するための設定を行います。

項目 設定内容 初期値

rootパスワード変更 LANカードのパスワードの変更を行います。パスワー

ドを ASCII文字列（7文字以内）で設定します。

このパスワードはWebで設定するときの認証パスワー

ドとして使用します。

なし

LANインターフェース 物理ネットワークの種別を設定します。

通常は AUTOで使用してください。LANカードの電源

を入れたときに、LANカードが接続されているHUBの

LINKランプが点灯しない場合は、この設定を接続HUB

のネットワーク種別に変更します。

AUTO

プリンタ名 プリンタ名を設定します。 なし

項目 設定内容 初期値

DHCP DHCPプロトコルの有効（ENABLE）、無効（DISABLE）

を設定します。

ENABLE

IPアドレス LANカードの IPアドレスを 10進数「xxx.xxx.xxx.xxx」

の形式で設定します。

0.0.0.0

サブネットマスク LANカードのサブネットマスクを 10進数

「xxx.xxx.xxx.xxx」の形式で設定します。「0.0.0.0」を

設定するとこの項目は無効になり、IPアドレスに応じ

たサブネットマスクが自動的に使用されます。

0.0.0.0

デフォルトゲートウェイ LANカードのデフォルトゲートウェイを 10進数

「xxx.xxx.xxx.xxx」の形式で設定します。ゲートウェイ

は本製品と同じサブネットワーク内に存在しなければ

なりません。「0.0.0.0」を設定するとこの項目は無効に

なります。

0.0.0.0

IPv6機能 IPv6機能の動作を禁止（DISABLE）、許可（ENABLE）

します。

DISABLE
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■SNMP

ネットワーク経由で管理するための設定を行います。

タイムアウト アイドルの状態の通信に対するタイムアウト値を秒単

位で設定します。「0」を設定するとこの項目は無効に

なります。

120

DNS設定

プライマリサーバ DNS サーバ（プライマリ）のアドレスを設定します。

SMTP サーバ名を IP アドレスで直接設定する場合は、

設定する必要はありません。10進数「xxx.xxx.xxx.xxx」

の形式で設定します。

0.0.0.0

セカンダリサーバ DNS サーバ（セカンダリ）のアドレスを設定します。

SMTP サーバ名を IP アドレスで直接設定する場合は、

設定する必要はありません。10進数「xxx.xxx.xxx.xxx」

の形式で設定します。

0.0.0.0

IP Filter設定

動作モード IPフィルタの動作を設定します。設定には「allow」と

「deny」があります。

「allow」にすると設定した IPアドレス範囲からのみデー

タを受け取ります。「deny」にすると設定した IP アド

レス範囲からのデータを受け取りません。

DENY

フィルタ#0開始アドレス

フィルタ#1開始アドレス

フィルタ#2開始アドレス

フィルタ#3開始アドレス

IPフィルタの開始アドレスを設定します。設定値は 10

進数「xxx.xxx.xxx.xxx」の形式で設定します。

0.0.0.0

フィルタ#0終了アドレス

フィルタ#1終了アドレス

フィルタ#2終了アドレス

フィルタ#3終了アドレス

IPフィルタの終了アドレスを設定します。設定値は 10

進数「xxx.xxx.xxx.xxx」の形式で設定します。

0.0.0.0

項目 設定内容 初期値

認証コミュニティ名 SNMPの認証コミュニティ名を設定します。このコミュ

ニティ名は SNMP Set Requestを受け付けるとき

に認証されます。半角で最大 15文字です。

public

Trapコミュニティ名 SNMP のトラップコミュニティを設定します。このコ

ミュニティ名はLANカードがトラップを発行するとき

に使用されます。半角で最大 15文字です。

public

Trap通知先アドレス SNMP トラップの送信先 IP アドレスを設定します。設

定値は、10進数「xxx.xxx.xxx.xxx」の形式で設定します。

「0.0.0.0」を設定するとこの項目は無効になり、いかな

る場合でもトラップは発行されなくなります。

0.0.0.0

項目 設定内容 初期値
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・コミュニティ名が空白または通知先で設定されているコミュニティ名と不一致の場合は、通知先はトラッ

プを受信できませんのでご注意ください。

・セキュリティ対策のため、初期値（public）を変更することをお勧めします。

SysContact SysContactを設定します。通常は管理者のメールアドレ

スを設定します。半角で最大 255文字、全角で最大 127

文字です。

なし

SysName SysNameを設定します。通常は LANカードのホスト名

またはドメイン名を設定します。半角で最大 255文字、

全角で最大 127文字です。

なし

SysLocation SysLocation を設定します。通常は本製品のある場所を

設定します。半角で最大 255文字、全角も可です。

なし

EnableAuthenTrap EnableAuthenTrapの許可（1）、禁止（2）を設定します。

この設定を許可（1）にすると、SNMPでコミュニティ

違反が発生したとき、SNMP トラップが「Trap 通知先

アドレス」で設定した IPアドレスに向けて発信されま

す。

2

詳細ステータス プリンタからの詳細なステータスを Host Resource MIB

に反映する（ON）、しない（OFF）を設定します。

OFF

項目 設定内容 初期値
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E-Mail送信機能
プリンタのオフライン状態や用紙切れ状態などを通知するための設定を行います。

項目 設定内容 初期値

基本設定

SMTPプロトコルを使用

する

SMTP プロトコルの許可（ENABLE）、禁止

（DISABLE）を設定します。禁止（DISABLE）

にすると E-Mail送信機能が停止します。

DISABLE

SMTPサーバ名 SMTPサーバのホスト名を設定します。ホス

ト名にはドメイン名または IPアドレスを入

力します。ドメイン名を使用する場合は

DNS サーバの設定が必要です。半角で最大

78文字です。

なし

SMTPポート番号 SMTPポート番号を設定します。通常はデ

フォルト値（25）で使用してください。

25

送信元アドレス 送信元のアドレスを設定します。通常は

ネットワーク管理者のメールアドレスを設

定します。半角で最大 78文字です。

なし

署名 メールの送信メッセージの文末に付加する

文字列の内容を設定します。半角で最大各

63文字です。

--------------

FMPR-LN4

[CC:B3:F8:XX:XX:XX]

---------------

（製品名と Ethernet

アドレス下 6桁）

送信アドレス 送信アドレスの送信条件を設定します。 －

送信先アドレス（1～ 2） 送信先のメールアドレスを設定します。半

角で最大 78文字です。

なし

チェック間隔（分） イベントの記録があるかを一定間隔（分単

位）でチェックします。この間隔内に 1 つ

以上のイベントが発生した場合、その記録

をまとめて送信します。

10

オフライン プリンタがオフラインになったとき、メー

ルを送信します。

OFF

紙切れ プリンタの用紙がなくなったときメールを

送信します。

OFF

プリンタ異常 プリンタに異常が発生したときメールを送

信します。

OFF
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第 8章こんなときには
この章では、プリンタドライバなどソフトウェアに関するトラ

ブルシューティングや留意事項について説明します。
1 ソフトウェアに関する留意事項 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 168

2 プリンタがうまく動かないとき . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 171

3 LANカード使用時の問題について . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 186

4 用紙づまりと印字中の電源断について . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 194
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1 ソフトウェアに関する留意事項
ここでは、プリンタを使用しているときに発生するソフトウェアの留意事項につい

て、現象と対処方法を説明します。

なお、本章では、FMPR5630 を例に説明します。FMPR5430/FMPR5130 をお使い

の場合には、お使いのプリンタに読み替えてください。

プリンタドライバをインストールする前にプリンタと
パソコンを接続したとき
プリンタドライバをインストールする前に、プリンタとパソコンを USBまたはパラレルイ

ンターフェースケーブルで接続してしまい、「このデバイスドライバーソフトウェアは正し

くインストールされませんでした。」と表示されたときは、次の手順でプリンタドライバを

インストールし直してください。

Windows 10/Windows 8.1 では、「デバイスドライバーソフトウェアは正しくインストールさ

れませんでした。」などのメッセージは表示されません。「デバイスとプリンター」ウィンド

ウを表示して、プリンタドライバが正しくインストールされていることを確認してくださ

い。

1 コントロールパネルでプリンタアイコンを表示します。
詳しくは、「コントロールパネルでプリンタアイコンを表示する方法」（→ P.8）をご覧くだ

さい。

2 「デバイスとプリンター」ウィンドウで、接続したプリンタが「未指定」に
表示されていたときは、「プリンタドライバをインストールする」（→ P.21）
をご覧になり、プリンタドライバをインストールします。
第 8章　こんなときには



・USBインターフェースで接続したときは、「USB Printer」と表示されます。

・パラレルインターフェースで接続したときは、接続したプリンタの機種名（例：FUJITSU

FMPR5630）が表示されます。
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Windowsをアップグレードするとき
現在お使いのWindowsをアップグレードするときは、プリンタドライバ、および FMPRユー

ティリティを削除してからアップグレードしてください。

アップグレードの終了後、再度プリンタドライバ、FMPRユーティリティ、および FMPRnavi2

のセットアップを行ってください。

プリンタドライバ、FMPR ユーティリティ、および FMPRnavi2 がインストールされた状態

で、Windowsをアップグレードすると、アップグレード前のプリンタドライバ、FMPRユー

ティリティ、および FMPRnavi2 が登録されたままとなり、正しい印刷が行えない、FMPR

ユーティリティおよび FMPRnavi2 が提供している機能が使用できないなどの現象が発生す

る場合があります。
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2 プリンタがうまく動かないとき
ここでは、プリンタを使用しているときに発生する現象のうち、セットしている用

紙とプリンタドライバの設定について説明します。

プリンタがうまく動かないとき
印刷中に次の現象が発生した場合は、セットしている用紙とプリンタドライバの設定が合っ

ていない可能性があります。

保守員をコールされる前に、処置内容に従ってプリンタドライバが正しく設定されているか

を確認してください。

現象と処置内容
■現象 1

・印刷指示で給紙口が切り替わってしまう

・印刷指示で用紙なしになってしまう

・印刷するたび、プリンタ側で給紙口を切り替えないと印刷できない

・印刷指示で用紙なしになり、「オンライン」スイッチを押すとカットシートフィーダまた

は手差しから印刷する

・用紙の右側が印刷されない

・印字が左右に約 5mmずれる

■処置内容 1

「給紙口／用紙名を正しく設定する」（→ P.172）でプリンタドライバの設定を確認してくだ

さい。

■現象 2

・連続帳票で用紙カット後の印刷開始位置がずれる

・連続帳票で用紙カットを押してもミシン目がカット位置にこない

・連続帳票で印刷の開始位置がずれる

・ページ長がおかしい

・連続帳票用紙を複数枚印刷していくうちに印字位置がずれる

■処置内容 2

「用紙サイズを正しく設定する」（→ P.175）でプリンタドライバの設定を確認してください。
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給紙口／用紙名を正しく設定する
用紙サイズが既知で、そのサイズがすでにプリンタドライバに登録されているときは、次の

手順で設定してください。

プリンタドライバに未登録のときや用紙サイズがわからないときは、先に「用紙サイズを正

しく設定する」（→ P.175）を確認してください。

給紙方法と用紙名の設定
次の手順でプリンタドライバの給紙方法と用紙サイズ（用紙名）を正しく設定してください。

・ここでは、次の場合を例に説明します。

・OS：Windows 10

・給紙方法：前トラクタ

・用紙サイズ：縦 10.5インチ（266.7mm）連続紙

1 →「Windowsシステム ツール」→「コントロールパネル」の順にク
リックします。

2 「デバイスとプリンターの表示」をクリックします。

3 FMPR5630プリンタのアイコンを右クリックし、「印刷設定」をクリック
します。
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4 「用紙 /品質」タブをクリックし、「給紙方法」の「前トラクタフィーダ」
を選択し、「詳細設定」をクリックします。

5 「用紙サイズ」の「縦 10.5インチ（266.7mm）連続紙」を選択し、「OK」
をクリックします。

6 「OK」をクリックし、「印刷設定」ウィンドウに戻ります。

7 「OK」をクリックし、「印刷設定」ウィンドウを閉じます。
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8 FMPR5630 プリンタのアイコンを右クリックし、「プリンターのプロパティ」
をクリックします。

9 「デバイスの設定」タブをクリックし、「給紙方法と用紙の割り当て」の
「前トラクタフィーダ」の「縦 10.5 インチ（266.7mm）連続紙」を選択
します。

10 「OK」をクリックし、「FUJITSU FMPR5630 のプロパティ」ウィンドウ
を閉じます。
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用紙サイズを正しく設定する
ここでは、印刷に使用する連続帳票用紙の用紙サイズ確認手順と、プリンタドライバへの設

定手順を説明します。

用紙サイズの確認
プリンタドライバに未登録のときや用紙サイズがわからないときは、次の手順で確認してく

ださい。

・連続帳票用紙の用紙サイズは、特例を除きセンチメートルまたはインチ（1インチ＝2.54cm）で設定します。

・印刷に使用する用紙の設定相違や用紙長に誤差があると、印刷位置がずれますので注意してください。

1 用紙長さ（高さ）を確認します。
■折り畳み長さと 1ページの長さが同じとき

折り畳み長さに入る用紙の送り穴数を数えます。

送り穴数を 2で割り、用紙長さ（高さ）を求めます。

用紙長さ（高さ）＝折り畳み長さ（インチ）＝用紙送り穴数 ÷2

・上図の場合、用紙長さ（高さ）は 5.5インチ（11穴 ÷2）となります。

メートル法では、13.97cm（5.5インチ ×2.54）となります。

1インチ

用紙幅

折り畳み長さ

トラクタ送り穴
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■折り畳み長さの中に複数ページあるとき

折り畳み長さ内のページ数を数えます。

折り畳み長さをページ数で割り、用紙長さ（高さ）を求めます。

用紙長さ（高さ）＝折り畳み長さ ÷ページ数

・通常、連続帳票用紙は 1 ページごとに横ミシン目が入れてあり、ミシン目で分割される

ページ数を確認します。

・上図の用紙長さ（高さ）の求め方は、次のとおりです。

メートル法では、小数点以下第 3位を切り上げてください。

用紙長さ（高さ）＝折り畳み長さ ÷ページ数

＝ 11インチ ÷3ページ

＝ 11/3

＝ 3+2/3インチ

＝（3+2/3）×2.54

＝ 9.3133・・・cm

＝ 9.32cm

用紙幅

折り畳み長さ

用紙長さ（ページ長）
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2 用紙幅を確認します。
用紙幅を測定します。ヤードポンド法で設定するときは、インチに換算します。

・用紙幅の求め方は、次のとおりです。

用紙幅（インチ）＝用紙幅測定値（cm）÷2.54

上図の場合、用紙幅測定値を 20cmとすると、用紙幅は 7.87インチとなります。

3 次の手順で、FUJITSU FMPR5630プリンタドライバの用紙サイズ設定を
確認します。

1. 標準で登録されている用紙で使用できるものがないか確認します。

FUJITSU FMPR5630プリンタドライバでは、下表の用紙を基本サイズとして用意して

います。また、11インチの用紙長を幅 ×長さで表した、「10×11inch連続紙」、「12×11inch

連続紙」、「15×11inch連続紙」の 3種類を用意しています。

・測定した用紙長とプリンタドライバの基本サイズ、新しい用紙サイズの対応表

測定した

用紙長

プリンタドライバの

基本サイズ

新しい用紙サイズ

単位：

メートル法

単位：

ヤードポンド法

1インチ 縦 1インチ（25.4mm）連続紙 2.54cm 1.00in

2インチ 縦 2インチ（50.8mm）連続紙 5.08cm 2.00in

2+1/6インチ － 5.51cm 2.17in

2+1/3インチ － 5.93cm －

2.5インチ － 6.35cm 2.50in

2+2/3インチ － 6.78cm 2.67in

3インチ 縦 3インチ（76.2mm）連続紙 7.62cm 3.00in

3+1/6インチ － 8.05cm 3.17in

3+1/3インチ 縦 3 1/3インチ（84.7mm）連続紙 8.47cm －

3.5インチ － 8.89cm 3.50in

3+2/3インチ 縦 3 2/3インチ（93.1mm）連続紙 9.32cm 3.67in

1インチ

用紙幅

折り畳み長さ

トラクタ送り穴
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2. 適切な用紙名がなかった場合は、新しい用紙（任意の用紙サイズ）を作成し、幅と長

さ（高さ）をセンチメートル単位またはインチ単位で設定、登録します。

ただし、前表の中でヤードポンド法の欄が「－」となっている用紙長は必ずセンチメー

トル単位で登録してください。

新しい用紙の作成方法は、「新しい用紙（任意の用紙サイズ）の設定方法」（→ P.179）

または「ユーザー定義サイズ用紙の作成方法」（→ P.119）をご覧ください。

・用紙長の設定に誤差があったり、メートル法、ヤードポンド法の選択が誤っていたりする

と、複数ページ印刷する間に誤差が累積し印刷位置が上下方向に徐々にずれていきますの

で注意が必要です。

・データの作成が正確である場合、実際の印刷領域より狭くならない用紙幅を設定したり、

用紙長のみで表現される用紙を選択したりしてもかまいません。その場合、実際の用紙幅

を超えた文書の印刷指示があると、はみ出した領域の印刷は行われません（用紙外印字防

止機能が有効のとき）。

・登録済みの用紙サイズであっても、運用時にわかりやすくするために同サイズで別名（お

使いの伝票名など）の用紙として追加登録してください。

4インチ 縦 4インチ（101.6mm）連続紙 10.16cm 4.00in

4+1/6インチ － 10.59cm 4.17in

4+1/3インチ 縦 4 1/3インチ（110.1mm）連続紙 11.01cm －

4.5インチ 縦 4.5インチ（114.3mm）連続紙 11.43cm 4.50in

4+2/3インチ 縦 4 2/3インチ（118.5mm）連続紙 11.86cm 4.67in

5インチ 縦 5インチ（127.0mm）連続紙 12.70cm 5.00in

5+1/6インチ － 13.13cm 5.17in

5+1/3インチ 縦 5 1/3インチ（135.5mm）連続紙 13.55cm －

5.5インチ － 13.97cm 5.50in

5+2/3インチ 縦 5 2/3インチ（143.9mm）連続紙 14.40cm 5.67in

6インチ 縦 6インチ（152.4mm）連続紙 15.24cm 6.00in

7インチ 縦 7インチ（177.8mm）連続紙 17.78cm 7.00in

8インチ 縦 8インチ（203.2mm）連続紙 20.32cm 8.00in

9インチ 縦 9インチ（228.6mm）連続紙 22.86cm 9.00in

10インチ 縦 10インチ（254.0mm）連続紙 25.40cm 10.00in

10.5インチ 縦 10.5インチ（266.7mm）連続紙 26.67cm 10.50in

11インチ 縦 11インチ（279.4mm）連続紙 27.94cm 11.00in

12インチ 縦 12インチ（304.8mm）連続紙 30.48cm 12.00in

13インチ 縦 13インチ（330.2mm）連続紙 33.02cm 13.00in

14インチ 縦 14インチ（355.6mm）連続紙 35.56cm 14.00in

測定した

用紙長

プリンタドライバの

基本サイズ

新しい用紙サイズ

単位：

メートル法

単位：

ヤードポンド法
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プリンタドライバの基本サイズの設定方法
「給紙口／用紙名を正しく設定する」（→ P.172）の手順で設定してください。

プリンタドライバの基本サイズにない用紙長（前表のプリンタドライバの基本サイズで「－」

表示の用紙）のときは、「新しい用紙（任意の用紙サイズ）の設定方法」（→ P.179）または

「ユーザー定義サイズ用紙の作成方法」（→ P.119）をご覧ください。

新しい用紙 （任意の用紙サイズ） の設定方法
新しい用紙の作成とプリンタドライバへの設定は、次の手順で行います。

1 コントロールパネルでプリンタアイコンを表示します。
詳しくは、「コントロールパネルでプリンタアイコンを表示する方法」（→ P.8）をご覧くだ

さい。

2 「FUJITSU FMPR5630」アイコンを選択し、「プリントサーバープロパ
ティ」をクリックします。

3 「新しい用紙を作成する」にチェックを付けます。
「用紙名」や説明のグレーアウトが解除され、用紙名が入力できる状態になります。

ここでは、「20cm×9.32cm」という名前の用紙を作成します。

4 「用紙の説明（単位）」で「メートル法」を選択し、「幅」および「高さ」を
入力します。
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・「高さ」は用紙長となります。「測定した用紙長とプリンタドライバの基本サイズ、新しい

用紙サイズの対応表」（→ P.177）の「新しい用紙サイズ　単位：ヤードポンド法」の欄

が「－」の長さは、メートル法で入力してください。

・「高さ」には、小数点以下第 3 位を切り上げ、「測定した用紙長とプリンタドライバの基

本サイズ、新しい用紙サイズの対応表」（→ P.177）に示す、小数点以下第 2 位の値で入

力します。

・「余白」を設定しても、正しく反映されない場合があります。アプリケーションの「ペー

ジ設定」で余白を編集してください。

・作成可能な用紙幅、高さについては、『ハードウェアガイド』の「日常の操作」－「用

紙について」をご覧ください。

5 「用紙の保存」をクリックします。
作成した用紙を保存したら、「OK」をクリックして「プリントサーバーのプロパティ」を

閉じます。

6 新しく作成した用紙をFUJITSU FMPR5630プリンタドライバに設定します。

FUJITSU FMPR5630プリンタドライバへの設定方法は、「給紙口／用紙名を正しく設定する」

（→ P.172）をご覧ください。

・新しく作成した用紙が設定可能範囲外のときは、「用紙サイズ」に表示されません。再度、

「プリントサーバーのプロパティ」を表示して、作成した用紙の幅または高さを変更する

か、新しく用紙を作成してください。
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印字位置が行方向にずれているとき

プリンタの設定
Windows のプリンタドライバ経由で印刷する場合、ほとんどの設定はアプリケーションで

の設定になります。アプリケーションで余白調整ができない場合の設定は、次の項目です。

■印字開始位置の調整について
印字の開始位置（上下方向）がずれている場合、アプリケーションでの余白調整で調整でき

ます。

アプリケーションでの調整ができない場合、次の調整方法があります。

・プリンタで調整する場合

『ハードウェアガイド』の「オペレータパネルの操作」－「用紙の吸入量を調整する」をご覧に

なり、用紙の吸入量を変更してください。

初期値は 8.5mmです。

印字を下にしたい場合は、用紙の吸入量を大きくしてください。

印字を上にしたい場合は、用紙の吸入量を小さくしてください。

・設定した給紙口から吸入するすべての用紙の余白が変更されます。

プリンタドライバの設定
■印字開始位置の調整について
印字開始位置の調整をアプリケーションでの調整ができなく、プリンタでの設定もできない

場合、用紙にあらかじめ上端余白を設定し、印刷データをずらす方法があります。

・サーバーのプロパティで用紙を定義する

次の手順で新しい用紙を作成して登録してください。

1 コントロールパネルでプリンタアイコンを表示します。
詳しくは、「コントロールパネルでプリンタアイコンを表示する方法」（→ P.8）をご覧くだ

さい。

2 プリンタアイコンをクリックし、「プリントサーバープロパティ」をクリッ
クします。

プリンタの印字

プレプリント

正しい印字 調整がずれているときの印字
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3 「用紙設定の変更」ボタンが表示されている場合は、「用紙設定の変更」ク
リックします。

「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示されたら、「はい」をクリックします。

4 「新しい用紙を作成する」にチェックを付け、「用紙名」のグレーアウトが
解除されるので、任意の用紙名（例：縦 10.5連続紙）を入力します。
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5 「用紙の説明（単位）」の「メートル法」または「ヤードポンド法」にチェッ
クを付け、「用紙サイズ」の「幅」と「高さ」を入力します。
「高さ」には、用紙長を設定します。

単票用紙は、「メートル法」にチェックを付け、cm単位で設定します。

連続帳票用紙は、「ヤードポンド法」にチェックを付け、インチ（1インチ＝ 25.4mm）単位

で設定します。

6 「余白」の「上」に余白を入力します。
余白は大きくすることしかできません。小さくする場合は、「印字位置の調整」で小さい値

を設定し、この設定で足しこむ値を設定します。

■例 1：プリンタの上端余白のデフォルトは 8.5mmです。

8.5mmより小さくしたい場合（例 4mm）は、『ハードウェアガイド』の「オペレータパ

ネルの操作」－「用紙の吸入量を調整する」でプリンタの余白量を 4mmにします。

■例 2：「印字位置の調整」では、すべての用紙が同じ量だけずれます。

違った吸入位置の用紙を複数使用する場合は次のようにします。

・Aの帳票は 6mmから印字、Bの帳票は、4mmから印字したい場合

『ハードウェアガイド』の「オペレータパネルの操作」－「用紙の吸入量を調整する」

でプリンタの余白量を 4mmにして、この設定で Aの帳票の余白量を 2mmに設定して

ください。

結果、Aの帳票は、プリンタで 4mm、余白で 2mm、計 6mm印字位置がずれます。

Bの帳票は、プリンタでの 4mm印字位置がずれます。
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・「余白」の「左」および「右」を設定しても、正しく動作しない場合があります。

このときは、用紙のセット位置で調整してください。詳しくは、『ハードウェアガイド』

の「日常の操作」－「用紙をセットする」をご覧ください。

7 「用紙の保存」をクリックし新しい用紙を登録して、ウィンドウを閉じます。

・プリンタのプロパティで用紙を定義する

次に登録した新しい用紙を、ドライバの用紙サイズに設定します。

1 コントロールパネルでプリンタアイコンを表示します。
詳しくは、「コントロールパネルでプリンタアイコンを表示する方法」（→ P.8）をご覧くだ

さい。

2 プリンタアイコンを右クリックし、「プリンターのプロパティ」をクリッ
クします。

3 「基本設定」をクリックし、「用紙／品質」タブをクリックします。

4 「給紙方法」の「前トラクタフィーダ」を選択し、「詳細設定」をクリック
します。
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5 「用紙サイズ」の「縦 10.5連続紙」を選択し、「カスタム用紙余白」を「有
効」に選択し、「OK」をクリックします。

6 「デバイスの設定」タブをクリックします。

7 「給紙方法と用紙の割り当て」で「前トラクタフィーダ」の「縦 10.5連続
紙」を選択します。
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3 LANカード使用時の問題について
ここでは、LANカードの使用時に想定される問題と、その解決法を説明します。

・確認：問題が起きたときに、はじめに確認してください。

・対策：問題解決のための具体的な手段です。

LANカード導入時の問題

■「CD-ROMを挿入しましたが、 メインメニューが起動しません」
・対策 1：Windowsの場合、お使いのパソコンによっては、CD-ROMをセットしてもメニュー

画面が自動的に起動しないことがあります。その場合は、ルートディレクトリ（お使いの

CD-ROMが Dドライブなら、「D:\」）にある「FMPRSTART.EXE」を直接実行してください。

■「設定ツール （IPアドレス設定） で検索を行ったが、 LANカードが一覧に表
示されません」 または 「ネットワーク上で認識されません」

・確認 1：次の内容を確認し、再度設置作業を行ってください。

-プリンタの電源は入っていますか？

-ネットワークケーブルが正しく接続されていますか？

-プリンタの設定一覧（設定内容の印刷）を行い、設定値の確認を行ってください。「LAN接続＝

有効」が印字されない場合、LANカードがプリンタへ正しく取り付けされていない可能性があり

ます。

設定内容の印刷方法については、「LANカードの設定内容の印刷について」（→ P.192）をご覧く

ださい。

・確認 2：次の内容を確認し、再度設置作業を行ってください。

- 稼動している LANカードと接続イーサネットハブ（HUB）の LINK LEDが点灯していますか？

点灯していない場合は、ネットワークケーブルが正しく接続されているか確認してください。

-イーサネットハブ（HUB）のポートが故障していないか確認してください。

・確認3：パソコンでファイアウォール機能により検索が遮断されている可能性があります。

-コントロールパネルの「Windowsファイアウォール」で、設定ツール（IPアドレス設定）を例外登

録にしてください。

-常駐ソフトのファイアウォール（プロテクト）機能を一時的に無効にしてください。

・確認 4：ルータを越えての接続の場合、LANカード検索はできません。

-同一 LAN上から検索を行ってください。

■接続しているプリンタと設定画面 （Webブラウザ） に表示されているプリンタが
違っている。

・対策 1：LAN カードの初期化を行い、工場出荷設定に戻した後、もう一度検索を行って

ください。

工場出荷時設定に戻す方法については、「Webブラウザによる設定」（→ P.160）をご覧ください。

・対策 2：他のネットワークに移設した場合は、移設前の環境に接続して、LANカードを初

期化してください。移設前の環境に戻れない場合は、「LAN カードの初期化」（→ P.190）

を行ってください。
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■IPアドレスを設定すると通信エラーになります。
・確認 1：LANカードの LINK/STATUS LEDが正常に点灯しているか確認してください。

-プリンタの電源は入っていますか？

-ネットワークケーブルが正しく接続されているか確認してください。

-イーサネットハブ（HUB）のポートが故障していないか確認してください。

・確認 2：設定ツールを起動しているパソコン側の IP アドレスが確定しているか確認して

ください。

ご使用のパソコンおよびネットワークに存在する他のパソコンと通信ができているか確認するた

めに、コマンドプロンプトより Pingコマンドを実行してください。

Pingコマンドの使用方法については、「LANカードのWindows TCP/IP環境での問題」（→ P.189）の

確認 1をご覧ください。

・確認 3：LANカードが初期化されているか確認してください。

LANカードを工場出荷設定に戻す方法については、「Webブラウザによる設定」（→ P.160）をご覧

ください。

・確認 4：LANカードに不正な IPアドレスを設定している可能性があります。

-ルータやサーバが不正な IPアドレスを設定していないか確認してください。

-不正な IPアドレスが設定された LANカードを工場出荷設定に戻す方法については、「Webブラウ

ザによる設定」（→ P.160）をご覧ください。

・確認 5：LAN カードと設定を行っているパソコンが同一セグメント内にない可能性があ

ります。

LANカードと設定を行っているパソコンが同一セグメント内にあることを確認してください。

・確認 6：LAN カードが取り付けられたプリンタを他のネットワークへ移設していません

か？

ネットワーク上に DHCPが存在している環境から、「工場出荷設定に戻す」作業を行わない状態で、

ネットワーク上に DHCPが存在しない環境へ移設した可能性があります。

- 移設前の環境へ接続し、Webブラウザから「工場出荷設定に戻す」作業を行ってください。詳し

くは、「Webブラウザによる設定」（→ P.160）をご覧ください。

・LANカードが取り付けられたプリンタを他のネットワークに接続する場合は、事前に「工

場出荷設定に戻す」作業を必ず行ってください。

- 移設前の環境に戻れない場合は、「LANカードの初期化」（→ P.190）を行ってください。

・確認 7：ご使用のパソコンで無線 LANが優先されています。次の方法で有線 LANを優先

に設定してください。

1 コントロールパネルを起動します。
詳しくは、「コントロールパネルを起動する方法」（→ P.7）をご覧ください。

2 「ネットワークとインターネット」→「ネットワークと共有センター」→
「アダプターの設定の変更」の順にクリックします。

3 有線 LANのネットワークアイコンを右クリックし、「プロパティ」をクリッ
クします。
「ユーザーアカウント制御」ウィンドウが表示されたら、「はい」をクリックします。
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4 「インターネットプロトコル（TCP/IP）」または「インターネットプロトコ
ルバージョン 4（TCP/IPv4）」を選択し、「プロパティ」をクリックします。

5 「詳細設定」をクリックします。

6 「自動メトリック」のチェックを外し、「インターフェイスメトリック」に
数値を入力します。
メトリック値は、数値の大小だけを見ているので、有線 LANの方に小さい値を（最小は 1）

設定してください。

7 無線LANのネットワークアイコンについても、手順1～6の設定を行います。
メトリック値は、有線 LANで設定した値よりも大きい値を設定してください。

例：有線 LANのメトリック値：1

無線 LANのメトリック値：2

LANカード経由での印刷時の問題

■「印刷が行えません」
・確認 1：次の内容を確認し、再度設置作業を行ってください。

-プリンタの電源は入っていますか？

・確認 2：次の内容を確認し、再度設置作業を行ってください。

- 稼動している LANカードと接続イーサネットハブ（HUB）の LINK LEDが点灯していますか？

-ネットワークケーブルが正しく接続されていますか？

-ネットワークケーブルは断線していませんか？

-イーサネットハブ（HUB）のポートが故障していませんか？

■「バナーページが正常に印刷されません」
・対策：前回印刷を行ったときの設定が残ったままになっていることが考えられます。BOJ

文字列または EOJ文字列の設定でリセットコマンドを定義してください。

例：\x1B@

■「印刷を中止したい」
・対策：次の手順で印刷中止を行ってください。

- FMPRnavi2を使用して印刷しているとき

FMPRnavi2のステータス表示画面で、「削除」をクリックします。

- FMPRnavi2を使用せずに印刷しているとき

1. プリンタフォルダーより印刷に使用したプリンタを表示します。

2. スプーラにある印刷中のドキュメントを削除します。

3. プリンタのリセットスイッチを押します。

■「印刷したいプリンタが動作せず、 他のプリンタに印刷されてしまう」
・確認：次の内容を確認してください。

-印刷したいプリンタと他のプリンタの IPアドレスが同じ設定になっていませんか？

- IPアドレス設定を確認し、再設定を行ってください。
第 8章　こんなときには



■「印刷が途中で停止してしまう」
・確認 1：印刷中のプリンタと他のプリンタの IPアドレスが同じ設定になっていませんか？

・確認 2：多数の印刷データを送っていませんか？

多数の印刷データを送ると、印刷が一時停止することがあります。一定時間経過すれば印刷が再開

されますのでお待ちいただきますようお願いします。

LANカードのWindows TCP/IP環境での問題

■「印刷が行えません」
・確認 1：TCP/IPプロトコルを使用している場合、Pingコマンドを使って、LANカードに

割り当てた IPアドレスから、応答があるか確認してください。Pingコマンドによる応答

がない場合、IPアドレスが正しく設定されていない可能性があります。LANカードの初

期化を行い、工場出荷時設定に戻してください。その後、再度 IPアドレスの設定を行っ

てください。

例：Windows 11のコマンドプロンプトで Pingを実行する場合

→「すべてのアプリ」→「Windowsツール」の順にクリックし、「コマンドプロンプト」をダ

ブルクリックします。コマンドプロンプトが起動するので、「Ping XXX.XXX.XXX.XXX」を実行

すると次の内容が表示されます。「XXX.XXX.XXX.XXX」は LANカードの IPアドレスです。

- Pingに応答がある場合

xxx.xxx.xxx.xxx からの応答 : バイト数 =32 時間 <1ms TTL=63

xxx.xxx.xxx.xxx からの応答 : バイト数 =32 時間 <1ms TTL=63

xxx.xxx.xxx.xxx からの応答 : バイト数 =32 時間 <1ms TTL=63

xxx.xxx.xxx.xxx からの応答 : バイト数 =32 時間 <1ms TTL=63

- Pingに応答がない場合

要求がタイムアウトしました。

要求がタイムアウトしました。

要求がタイムアウトしました。

要求がタイムアウトしました。

LANカードを工場出荷時設定に戻す方法については、「Webブラウザによる設定」（→ P.160）をご

覧ください。

・確認 2：使用しているプリンタドライバの印刷先ポートの設定ができていない可能性があ

ります。「プリンターのプロパティ」の「ポート」タブで「印刷するポート」を確認して

ください。LAN カードのポート名は、任意のポート名の後に「FMPR TCP/IP Port」と記

されています。

例：印刷先ポート＝ FMPR_xxx.xxx.xxx.xxx <FMPR TCP/IP Port>

「xxx.xxx.xxx.xxx」は IPアドレスです。

・対策 1：お使いのパソコンと LANカードが同一セグメント内にない場合、LANカードに

サブネットマスク、ゲートウェイアドレスを設定する必要があります。LANカードのWeb

ページでサブネットマスク、ゲートウェイアドレスが正しく設定されているか確認して

ください。

・対策 2：ネットワークに DHCP サーバが存在していると、IP アドレスの自動割り当てを

行うため、LANカードに設定した IPアドレスが、各サーバにより書き換えられてしまう

可能性があります。各サーバに LAN カードの IP アドレスを自動的に割り当てられない

ように、設定項目の「DHCPを使用する」のチェックを外して、再度 IPアドレスの設定

を行ってください。
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■「印刷中にエラーが発生します」
・確認：他の人が大量に印刷していたり、大きなサイズのデータを印刷中に印刷を行った

りした場合、他の人の印刷が終了するまで印刷ができません。長時間待たされた場合、タ

イムアウトが発生してエラーとなることがあります。そのときは、再度印刷を行ってく

ださい。

■「印刷を行うとダイヤルアップが起動します」
・確認：ダイヤルアップを「キャンセル」すると、ダイヤルアップアダプタから LANアダ

プタへ処理が移行され、印刷が開始されます。この現象はWindowsの仕様によります。

LANカードの初期化
Webブラウザによる初期化と LANカードの DIPスイッチ操作による初期化の 2つがありま

す。

Webブラウザによる初期化
Web ブラウザから LAN カードの初期化が行えます。「工場出荷設定に戻す」作業を行って

ください。詳しくは、「Webブラウザによる設定」（→ P.160）をご覧ください。

LANカードの DIPスイッチ操作による初期化
LANカードの DIPスイッチを操作して初期化する手順を説明します。

1 プリンタ本体の電源を切ります。

2 プリンタ本体から LANカードを取り外します。
1. LANケーブルを外し、LANカードの固定ネジ 2本を外します。

2. 取っ手を持ち、LANカードを取り外します。

3 取っ手の固定ネジを外します。

取っ手

LANカードの固定ネジ
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4 左から 2番目の DIPスイッチを下側（ON）にします。

5 取っ手を固定ネジで固定します。
LANカードをプリンタ本体から引き抜くときに取っ手が必要です。

6 LANカードをプリンタ本体に取り付けます。
LANケーブルは接続しないでください。

7 プリンタ本体の電源を入れます。

8 オレンジ色のランプが点滅（1～2回）しますのでランプが消えたら（約5

秒後）、プリンタ本体の電源を切ります。

9 プリンタ本体から LANカードを取り外します。

10 取っ手の固定ネジを外します。

11 左から 2番目の DIPスイッチを上側（OFF）に戻します。
手順 4の逆の操作です。

12 取っ手を固定ネジで固定します。

13 LANカードをプリンタ本体に取り付けます。
LANカードの固定ネジ 2本で固定し、LANケーブルを挿します。

オレンジ色のランプ
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LANカードの設定内容の印刷について

1 プリンタ本体の電源を切ります。

2 プリンタの用紙をテスト用の用紙に変更します。
給紙口に合わせて用紙をセットしてください。

3 プリンタ本体から LANカードを取り外します。
1. LANケーブルを外し、LANカードの固定ネジ 2本を外します。

2. 取っ手を持ち、LANカードを取り外します。

4 取っ手の固定ネジを外します。

5 左から 3番目の DIPスイッチを下側（ON）にします。

6 取っ手を固定ネジで固定します。
LANカードをプリンタ本体から引き抜くときに取っ手が必要です。

7 LANカードをプリンタ本体に取り付けます。
LANケーブルは接続しないでください。

8 プリンタ本体の電源を入れます。
プリンタ本体がオンライン状態に移行後、自動で LAN カードの設定内容が印字されます。

印字が開始されない場合は、用紙が正しくセットされているかご確認ください。

取っ手

LANカードの固定ネジ
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9 プリンタ本体から LANカードを取り外します。

10 取っ手の固定ネジを外します。

11 左から 3番目の DIPスイッチを上側（OFF）に戻します。
手順 5の逆の操作です。

12 取っ手を固定ネジで固定します。

13 LANカードをプリンタ本体に取り付けます。
LANカードの固定ネジ 2本で固定し、LANケーブルを挿します。
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4 用紙づまりと印字中の電源断について
印刷中に、プリンタの電源を切り、そのままプリンタの電源を入れると、文字化け

が発生します。パソコン側の対処を実施してください。

また、用紙づまりが発生した場合も、用紙づまりを解除した後、パソコン側の対処

を行わずにプリンタの電源を入れると文字化けが発生します。

用紙づまりについては、『ハードウェアガイド』に従って、用紙を取り除いた後、プ

リンタの用紙づまりの対処とパソコンの対処を実施してください。

プリンタの対処方法
『ハードウェアガイド』の「こんなときには」－「用紙づまりと印字中に電源断をしたと

き」をご覧ください。

パソコンの対処方法
パソコンの対処方法は、プリンタを接続している環境で異なります。

FMPRnavi2を利用しない場合

1 プリンタアイコンをダブルクリックし、スプーラを立ち上げます。

2 印刷中のドキュメント名を選択します。

3 「ドキュメント」を選択し、「キャンセル」を選択して印刷ドキュメントを
削除します。

4 プリンタの電源を入れ、印刷を再開します。
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FMPRnavi2を利用している場合
「印刷関連のソフトウェア」（→ P.151）をご覧ください。

プリンタがエラーになったとき、表示されるメッセージおよび処置は、『ハードウェアガイ

ド』の「こんなときには」－「メッセージ一覧」をご覧ください。
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